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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　成分（Ｉ）、（ＩＩ）及び（ＩＩＩ）を含む安定剤混合物であって、
　成分（Ｉ）は、式（Ｂ－１－ｂ）で表される化合物であり、
　成分（ＩＩ）は、式（Ｂ－０－ａ）で表される化合物であり、及び、
　成分（ＩＩＩ）は、式（Ｃ－１－ａ）、（Ｃ－１－ｂ）、（Ｃ－１－ｃ）、（Ｃ－１－
ｄ）、（Ｃ－２－ａ）又は（Ｃ－６－γ－１）で表される化合物であるところの安定剤混
合物：
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【化１】

（上記各式中、Ｅ1及びＥ1
*は、水素原子、炭素原子数１ないし８のアルキル基、炭素原

子数１ないし１８のアルコキシ基又は炭素原子数５ないし１２のシクロアルコキシ基を表
す。）；
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【化２】

（上記各式中、ｂ1は２ないし２０の数を表し、及びＲ6は、水素原子、炭素原子数１ない
し８のアルキル基、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基又は炭素原子数５ないし１２
のシクロアルコキシ基を表す。）；
【化３】
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（式中、Ｒ13は前記Ｒ6の意味の１つを有する。）；
【化４】

（式中、ｂ5は前記２ないし２０を表す。）。
【請求項２】
　光、熱又は酸化により誘発される分解を受けやすい有機材料及び請求項１記載の安定剤
混合物を含む組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、３個の特定の立体障害アミン化合物を含む安定剤混合物、光、熱又は酸化によ
り誘発される分解に対し、有機材料を安定化させるための上記混合物の使用、及びそのよ
うにして安定化された材料に関する。
【０００２】
立体障害アミンのブレンドを含む安定剤混合物は、例えばＵＳ－Ａ－４，６９２，４６８
、ＵＳ－Ａ－４，８６３，９８１、ＵＳ－Ａ－５，７１９，２１７号、ＵＳ－Ａ－５，９
１９，３９９、ＵＳ－Ａ－５，９６５，６４３、ＵＳ－Ａ－５，９７７，２２１、ＵＳ－
Ａ－５，９８０，７８３、ＵＳ－Ａ－６，０１５，８４９、ＵＳ－Ａ－６，０２０，４０
６、ＵＳ－Ａ－６，１７４，９４０、ＵＳ－Ａ－６，３０６，９３９、ＥＰ－Ａ－１，０
３８，９１２、ＷＯ－Ａ－９８／５１６９０、ＷＯ－Ａ－９９／０２４９５、ＷＯ－Ａ－
０１／９２３９２、及びＷＯ－Ａ－０１／９２３９８に記載されている。
【０００３】
本発明は特に、
成分（Ｉ）、（ＩＩ）及び（ＩＩＩ）を含む安定剤混合物に関し、
成分（Ｉ）は、式（Ｂ－１）、（Ｂ－２）、（Ｂ－４）、（Ｂ－５）、（Ｂ－７）、（Ｂ
－８）、（Ｂ－９）または（Ｂ－１０）で表される化合物であり、
成分（ＩＩ）は、式（Ｂ－０）、（Ｂ－３）または（Ｂ－６）表される化合物であり、及
び
成分（ＩＩＩ）は、式（Ｃ－１）、（Ｃ－２）、（Ｃ－３）、（Ｃ－４）または（Ｃ－５
）で表される化合物か、または生成物（Ｃ－６）であり、
式（Ｂ－０）は
【化４６】
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（式中、Ｅ1
*はＥ1の意味の１つを有し、及び

Ｅ2
*は炭素原子数１ないし２５のアルキル基を表す。）であり；

式（Ｂ－１）は
【化４７】

〔式中、Ｅ1は、水素原子、炭素原子数１ないし８のアルキル基、Ｏ・、－ＯＨ、－ＣＨ2

ＣＮ、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルコ
キシ基、炭素原子数３ないし６のアルケニル基、未置換の又は１、２又は３個の炭素原子
数１ないし４のアルキル基によってフェニル基上を置換された炭素原子数７ないし９のフ
ェニルアルキル基を表すか又は炭素原子数１ないし８のアシル基を表し、
ｍ1は、２又は４を表し、
もしもｍ1が２の場合、Ｅ2は炭素原子数１ないし１４のアルキレン基又は式（ｂ－１）
【化４８】

（式中、Ｅ3は炭素原子数１ないし１０のアルキル基又は炭素原子数２ないし１０のアル
ケニル基を表し、Ｅ4は炭素原子数１ないし１０のアルキレン基を表し、そしてＥ5及びＥ

6は、互いに独立して、炭素原子数１ないし４のアルキル基、シクロへキシル基、又はメ
チルシクロヘキシル基を表す。）の基を表し、及び
もしもｍ1が４の場合、Ｅ2は炭素原子数４ないし１０のアルカンテトライル基を表す。〕
であり；
式（Ｂ－２）は
【化４９】

〔式中、基Ｅ7の２つは－ＣＯＯ－（炭素原子数１ないし２０のアルキル基）を表し、又
基Ｅ7の２つは式（ｂ－ＩＩ）
【化５０】
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（式中、Ｅ8は前記Ｅ1の意味の１つを有する。）
の基を表す。〕であり；
式（Ｂ－３）は
【化５１】

（式中、Ｅ9及びＥ10は、一緒になって、炭素原子数２ないし１４のアルキレン基を形成
し、
Ｅ11は、水素原子又は基－Ｚ1－ＣＯＯ－Ｚ2を表し、
Ｚ1は、炭素原子数２ないし１４のアルキレン基を表し、
Ｚ2は、炭素原子数１ないし２４のアルキル基を表し、及び
Ｅ12は、前記Ｅ1の意味の１つを有する。）であり；
式（Ｂ－４）は
【化５２】

（式中、基Ｅ13は、互いに独立して、前記Ｅ1の意味の１つを有し、
基Ｅ14は、互いに独立して、水素原子又は炭素原子数１ないし１２のアルキル基を表し、
及び
Ｅ15は、炭素原子数１ないし１０のアルキレン基又は炭素原子数３ないし１０のアルキリ
デン基を表す。）であり；
式（Ｂ－５）は
【化５３】

（式中、基Ｅ16は、互いに独立して、前記Ｅ1の意味の１つを有する。）
であり；
式（Ｂ－６）は
【化５４】
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（式中、Ｅ17は、炭素原子数１ないし２４のアルキル基、及び
Ｅ18は、前記Ｅ1の意味の１つを有する。）であり；
式（Ｂ－７）は
【化５５】

〔式中、Ｅ19、Ｅ20及びＥ21は、互いに独立して、式（ｂ－ＩＩＩ）
【化５６】

（式中、Ｅ22は、前記Ｅ1の意味の１つを有する。）の基を表す。〕
であり；
式（Ｂ－８）は
【化５７】

（式中、基Ｅ23は、互いに独立して、前記Ｅ1の意味の１つを有し、
及び基Ｅ24は、水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基又は、炭素原子数１ない
し１２のアルコキシ基を表す。）であり；
式（Ｂ－９）は
【化５８】
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〔式中、ｍ2は、１、２又は３を表し、
Ｅ25は、前記Ｅ１の意味の１つを有し、及び
ｍ2が１の場合は、Ｅ26は基
【化５９】

を表し、
ｍ2が２の場合は、Ｅ26は炭素原子数２ないし２２のアルキレン基を表し、又
ｍ2が３の場合は、Ｅ26は式（ｂ－ＩＶ）
【化６０】

（式中、基Ｅ27は、互いに独立して、炭素原子数２ないし１２のアルキレン基を表し、及
び
基Ｅ28は、互いに独立して、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、又は炭素原子数５な
いし１２のシクロアルキル基を表す。）の基を表す。〕であり；
式（Ｂ－１０）は
【化６１】

［式中、基Ｅ29は、互いに独立して、前記Ｅ1の意味の１つを有し、及び
Ｅ30は、炭素原子数２ないし２２のアルキレン基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキ
レン基、炭素原子数１ないし４のアルキレンジ（炭素原子数５ないし７のシクロアルキレ
ン）基、フェニレン基又はフェニレンジ（炭素原子数１ないし４のアルキレン）基を表す
。］であり；
式（Ｃ－１）は
【化６２】

［式中、Ｒ1、Ｒ3、Ｒ4及びＲ5は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１２
のアルキル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のア
ルキル基により置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、フェニル基、－
ＯＨ及び／又は炭素原子数１ないし１０のアルキル基によって置換されたフェニル基、炭
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素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、－ＯＨ及び／又は炭素原子数１ないし１０の
アルキル基によってフェニル基上を置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル
基、又は式（ｃ－Ｉ）
【化６３】

の基を表し、
Ｒ2は、炭素原子数２ないし１８のアルキレン基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキ
レン基、又は炭素原子数１ないし４のアルキレンジ（炭素原子数５ないし７のシクロアル
キレン）基を表すか、又は
基Ｒ1、Ｒ2及びＲ3が、それらが結合する窒素原子と一緒になって、５－ないし１０－員
複素環式環を形成するか、又は
Ｒ4及びＲ5が、それらが結合する窒素原子と一緒になって、５－ないし１０－員複素環式
環を形成し、
Ｒ6は、水素原子、炭素原子数１ないし８のアルキル基、Ｏ・、－ＯＨ、－ＣＨ2ＣＮ、炭
素原子数１ないし１８のアルコキシ基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルコキシ基、
炭素原子数３ないし６のアルケニル基、未置換の又は１、２又は３個の炭素原子数１ない
し４のアルキル基によってフェニル基上を置換された炭素原子数７ないし９のフェニルア
ルキル基、又は炭素原子数１ないし８のアシル基を表し、及び
ｂ1は、２ないし５０の数を表すが、
但し、基Ｒ1、Ｒ3、Ｒ4及びＲ5の少なくとも１つは、式（ｃ－Ｉ）の基を表す。］であり
；
式（Ｃ－２）は
【化６４】

〔式中、Ｒ7及びＲ11は、互いに独立して水素原子、又は炭素原子数１ないし１２のアル
キル基を表し、
Ｒ8、Ｒ9及びＲ10は、互いに独立して、炭素原子数２ないし１０のアルキレン基を表し、
及び
Ｘ1、Ｘ2、Ｘ3、Ｘ4、Ｘ5、Ｘ6、Ｘ7、及びＸ8は、互いに独立して、式（ｃ－ＩＩ）
【化６５】

（式中、Ｒ12は、水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素原子数５ないし
１２のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキル基により置換された炭素原子
数５ないし１２のシクロアルキル基、フェニル基、－ＯＨ及び／又は炭素原子数１ないし
１０のアルキル基により置換されたフェニル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキ
ル基、－ＯＨ及び／又は炭素原子数１ないし１０のアルキル基によってフェニル基上を置
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換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、又は
上記で定義された式（ｃ－Ｉ）の基を表し、及び
Ｒ13は、前記Ｒ6の意味の１つを有する。）を表す。〕であり；
式（Ｃ－３）は
【化６６】

（式中、Ｒ14は、炭素原子数１ないし１０のアルキル基、炭素原子数５ないし１２のシク
ロアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルキル基により置換された炭素原子数５ないし
１２のシクロアルキル基、フェニル基、又は炭素原子数１ないし１０のアルキル基により
置換されたフェニル基を表し、
Ｒ15は、炭素原子数３ないし１０のアルキレン基を表し、
Ｒ16は、前記Ｒ6の意味の１つを有し、及び
ｂ2は、２ないし５０の数を表す。）
であり；
式（Ｃ－４）は
【化６７】

〔式中、Ｒ17及びＲ21は、互いに独立して、直接結合、又は－Ｎ（Ｘ9）－ＣＯ－Ｘ10－
ＣＯ－Ｎ（Ｘ11）－基（式中、Ｘ9及びＸ11は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数
１ないし８のアルキル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、フェニル基、炭
素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、又は式（ｃ－Ｉ）の基を表し、
Ｘ10は、直接結合、又は炭素原子数１ないし４のアルキレン基を表す。）を表し、Ｒ18は
、前記Ｒ6の意味の１つを有し、
Ｒ19、Ｒ20、Ｒ23及びＲ24は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし３０のア
ルキル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、又はフェニル基を表し、
Ｒ22は、水素原子、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数５ないし１２のシ
クロアルキル基、フェニル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、又は式（ｃ
－Ｉ）の基を表し、及び
ｂ3は１ないし５０の数を表す。〕であり；
式（Ｃ－５）は
【化６８】
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〔式中、Ｒ25、Ｒ26、Ｒ27、Ｒ28及びＲ29は、互いに独立して、直接結合、又は、炭素原
子数１ないし１０のアルキレン基を表し、
Ｒ30は、前記Ｒ6の意味の１つを有し、及び
ｂ4は１ないし５０の数を表す。）であり；生成物（Ｃ－６）は
塩化シアヌルと式（Ｃ－６－１）
【化６９】

（式中、ｂ'5、ｂ''5及びｂ'''5は、互いに独立して２ないし１２の数を表す。）で表さ
れるポリアミンの反応によって得られる生成物を、式（Ｃ－６―２）
【化７０】

（式中、Ｒ31は、水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素原子数５ないし
１２のシクロアルキル基、フェニル基、又は炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基
を表し、及びＲ32は、前記Ｒ6の意味の１つを有する。）
で表される化合物と反応させることによって得られ得る生成物である安定剤混合物である
。
【０００４】
３０個までの炭素原子を有するアルキル基の例は、メチル基、エチル基、プロピル基、イ
ソプロピル基、ｎ－ブチル基、第二ブチル基、イソブチル基、第三ブチル基、２－エチル
ブチル基、ｎ－ペンチル基、イソペンチル基、１－メチルペンチル基、１，３－ジメチル
ブチル基、ｎ－ヘキシル基、１－メチルヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、イソヘプチル基、
１，１，３，３－テトラメチルブチル基、１－メチルヘプチル基、３－メチルヘプチル基
、ｎ－オクチル基、２－エチルヘキシル基、１，１，３－トリメチルヘキシル基、１，１
，３，３－テトラメチルペンチル基、ノニル基、デシル基、ウンデシル基、１－メチルウ
ンデシル基、ドデシル基、１，１，３，３，５，５－ヘキサメチルヘキシル基、トリデシ
ル基、テトラデシル基、ペンタデシル基、ヘキサデシル基、ヘプタデシル基、オクタデシ
ル基、エイコシル基、ドコシル基およびトリアコンチル基である。Ｅ1、Ｅ1

*、Ｅ8、Ｅ12

、Ｅ13、Ｅ16、Ｅ18、Ｅ22、Ｅ23、Ｅ25、Ｅ2９、Ｒ6、Ｒ13、Ｒ16、Ｒ18、Ｒ30及びＲ32

の好ましい定義の一つは、炭素原子数１ないし４のアルキル基、特にメチル基である。Ｒ

31は、好ましくはブチル基である。
【０００５】
１８個までの炭素原子を有するアルコキシ基の例は、メトキシ基、エトキシ基、プロポキ
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基、ヘキソキシ基、ヘプトキシ基、オクトキシ基、デシルオキシ基、ドデシルオキシ基、
テトラデシルオキシ基、ヘキサデシルオキシ基およびオクタデシルオキシ基である。Ｅ1

の好ましい意味の一つはオクトキシ基である。Ｅ24は、好ましくは炭素原子数１ないし４
のアルコキシ基を表わし、そしてＲ6の好ましい意味の一つはプロポキシ基である。
【０００６】
炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基の例は、シクロペンチル基、シクロヘキシル
基、シクロヘプチル基、シクロオクチル基およびシクロドデシル基である。炭素原子数５
ないし８のシクロアルキル基、特にシクロヘキシル基が好ましい。
【０００７】
炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキ
ル基の例は、例えばメチルシクロヘキシル基またはジメチルシクロヘキシル基である。
【０００８】
炭素原子数５ないし１２のシクロアルコキシ基の例は、シクロペントキシ基、シクロヘキ
ソキシ基、シクロヘプトキシ基、シクロオクトキシ基、シクロデシルオキシ基およびシク
ロドデシルオキシ基である。炭素原子数５ないし８のシクロアルコキシ基、特にシクロペ
ントキシ基およびシクロヘキソキシ基が好ましい。
【０００９】
－ＯＨ－および／または炭素原子数１ないし１０のアルキル－置換されたフェニル基は、
例えばメチルフェニル基、ジメチルフェニル基、トリメチルフェニル基、第三ブチルフェ
ニル基または３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル基である。
【００１０】
炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基の例は、ベンジル基およびフェニルエチル基
である。
【００１１】
フェニル基上で－ＯＨにより、及び／または１０個までの炭素原子を有するアルキル基に
より置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基は、例えばメチルベンジル基
、ジメチルベンジル基、トリメチルベンジル基、第三ブチルベンジル基または３，５－ジ
－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル基である。
【００１２】
１０個までの炭素原子を有するアルケニル基の例は、アリル基、２－メタリル基、ブテニ
ル基、ペンテニル基およびヘキセニル基である。アリル基が好ましい。１位の炭素原子は
、好ましくは飽和である。
【００１３】
８個より多くない炭素原子を有するアシル基の例は、ホルミル基、アセチル基、プロピオ
ニル基、ブチリル基、ペンタノイル基、ヘキサノイル基、ヘプタノイル基、オクタノイル
基、アクリロイル基、メタクリロイル基およびベンゾイル基である。炭素原子数１ないし
８のアルカノイル基、炭素原子数３ないし８のアルケニル基およびベンゾイル基が好まし
い。アセチル基およびアクリロイル基は特に好ましい。
【００１４】
２２個までの炭素原子を有するアルキレン基の例は、メチレン基、エチレン基、プロピレ
ン基、トリメチレン基、テトラメチレン基、ペンタメチレン基、２，２－ジメチルトリメ
チレン基、ヘキサメチレン基、トリメチルヘキサメチレン基、オクタメチレン基およびデ
カメチレン基である。
【００１５】
炭素原子数３ないし１０のアルキリデン基の例は、次式
【化７１】
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で表わされる基である。
【００１６】
炭素原子数４ないし１０のアルカンテトライル基の例は、１，２，３，４－ブタンテトラ
イル基である。
【００１７】
炭素原子数５ないし７のシクロアルキレン基の例は、シクロヘキシレン基である。
【００１８】
炭素原子数１ないし４のアルキレンジ（炭素原子数５ないし７のシクロアルキレン）基の
例は、メチレンジシクロヘキシレン基である。
【００１９】
フェニレンジ（炭素原子数１ないし４のアルキレン）基の例は、メチレン－フェニレン－
メチレン基またはエチレン－フェニレン－エチレン基である。
【００２０】
基Ｒ1、Ｒ2およびＲ3が、それらが結合している窒素原子と一緒になって５－ないし１０
－員複素環を形成する場合、この環は例えば
【化７２】

を表す。６－員複素環が好ましい。
【００２１】
基Ｒ4およびＲ5が、それらが結合している窒素原子と一緒になって５ないし１０員複素環
を形成する場合、この環は例えば１－ピロリジル基、ピペリジノ基、モルホリノ基、１－
ピペラジニル基、４－メチル－１－ピペラジニル基、１－ヘキサヒドロアゼピニル基、５
，５，７－トリメチル－１－ホモピペラジニル基または４，５，５，７－テトラメチル－
１－ホモピペラジニル基を表わす。モルホリノ基が特に好ましい。
【００２２】
Ｒ19およびＲ23の好ましい定義の一つはフェニル基である。
【００２３】
Ｒ26は、好ましくは直接結合である。
【００２４】
ｎ1、ｎ2、ｎ3

*およびｎ4は、好ましくは２ないし２５、特に２ないし２０の数である。
ｎ3は好ましくは１ないし２５、特に１ないし２０の数である。
【００２５】
ｂ1およびｂ2は、好ましくは２ないし２５、特に２ないし２０の数である。
【００２６】
ｂ3およびｂ4は、好ましくは１ないし２５、特に１ないし２０、または２ないし２０の数
である。
【００２７】
ｂ'5およびｂ'''5は、好ましくは３であり、そしてｂ''5は好ましくは２である。
【００２８】
成分（Ｉ）、（ＩＩ）及び（ＩＩＩ）として上記された化合物は本質的に既知であり、そ
して市販品として入手可能である。それらの全ては既知の方法により製造され得る。
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【００２９】
成分（Ｉ）及び（ＩＩ）の化合物の製造方法は、例えば、ＵＳ－Ａ－５，６７９，７３３
、ＵＳ－Ａ－３，６４０，９２８、ＵＳ－Ａ－４，１９８，３３４、ＵＳ－Ａ－５，２０
４，４７３、ＵＳ－Ａ－４，６１９，９５８、ＵＳ－Ａ－４，１１０，３０６、ＵＳ－Ａ
－４，１１０，３３４、ＵＳ－Ａ－４，６８９，４１６、ＵＳ－Ａ－４，４０８，０５１
、ＳＵ－Ａ－７６８，１７５（Ｄｅｒｗｅｎｔ８８－１３８，７５１／２０）、ＵＳ－Ａ
－５，０４９，６０４、ＵＳ－Ａ－４，７６９，４５７、ＵＳ－Ａ－４，３５６，３０７
、ＵＳ－Ａ－４，６１９，９５６、ＵＳ－Ａ－５，１８２，３９０、ＧＢ－Ａ－２，２６
９，８１９、ＵＳ－Ａ－４，２９２，２４０、ＵＳ－Ａ－５，０２６，８４９、ＵＳ－Ａ
－５，０７１，９８１、ＵＳ－Ａ－４，５４７，５３８及びＵＳ－Ａ－４，９７６，８８
９に記載されている。
【００３０】
成分（ＩＩＩ）の化合物の製造方法は、例えば，ＵＳ－Ａ－４，０８６，２０４、ＵＳ－
Ａ－６，０４６，３０４、ＵＳ－Ａ－４，３３１，５８６、ＵＳ－Ａ－４，１０８，８２
９、ＵＳ－Ａ－５，０５１，４５８、ＷＯ－Ａ－９４／１２，５４４（Ｄｅｒｗｅｎｔ 
９４－１７７，２７４／２２）、ＤＤ－Ａ－２６２，４３９（Ｄｅｒｗｅｎｔ ８９－１
２２，９８３／１７）、ＵＳ－Ａ－４，８５７，５９５、ＵＳ－Ａ－４，５２９，７６０
及びＵＳ－Ａ－４，４７７，６１５、及びＣＡＳ１３６，５０４－９６－６に記載されて
いる。
【００３１】
生成物（Ｃ－６）は公知の方法と同様に、例えば式（Ｃ－６－１）で表わされるポリアミ
ンを塩化シアヌルとモル比１：２ないし１：４で、無水炭酸リチウム、炭酸ナトリウムま
たは炭酸カリウムの存在下、１，２－ジクロロエタン、トルエン、キシレン、ベンゼン、
ジオキサンまたは第三アミルアルコールのような有機溶媒中で、－２０℃ないし＋１０℃
、好ましくは－１０℃ないし＋１０℃、特に０ないし＋１０℃の温度で、２ないし８時間
反応させ、続いて得られた生成物を式（Ｃ－６－２）で表わされる２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリジルアミンと反応させることにより製造され得る。使用される２，
２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルアミンと式（Ｂ－６－１）で表わされるポリ
アミンのモル比は、例えば４：１ないし８：１である。２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジルアミンの分量は、一部で、または一より多い部で数時間の間隔ごとに添加
されてもよい。
【００３２】
式（Ｃ－６－１）で表わされるポリアミンと塩化シアヌルと式（Ｃ－６－２）で表わされ
る２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルアミンのモル比は、好ましくは１：３
：５ないし１：３：６である。
【００３３】
以下に、好ましい生成物（Ｃ－６－ａ）の製造方法の例の１つを示す。
実施例：塩化シアヌル２３．６ｇ（０．１２８モル）、Ｎ，Ｎ’－ビス［３－アミノプロ
ピル］エチレンジアミン７．４３ｇ（０．０４２６モル）および無水炭酸カリウム１８ｇ
（０．１３モル）を５℃で３時間、１，２－ジクロロエタン２５０ｍＬ中で撹拌しながら
反応させる。更に４時間かけて、混合物を室温で保温する。Ｎ－（２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリジル）ブチルアミン２７．２ｇ（０．１２８モル）を添加し、そし
て得られた混合物を６０℃で２時間加熱する。更に無水炭酸カリウム１８ｇ（０．１３モ
ル）を添加し、そして混合物を更に６時間６０℃で加熱する。わずかに真空（２００ミリ
バール）下で蒸留することにより溶媒を除去し、そしてキシレンで置換する。Ｎ－（２，
２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ブチルアミン１８．２ｇ（０．０８５モル
）および粉砕水酸化ナトリウム５．２ｇ（０．１３モル）を添加し、混合物を還流下で２
時間加熱し、そして更に１２時間加熱し、反応の間に生成された水を共沸蒸留により除去
する。混合物をろ過する。溶液を水で洗浄し、そしてＮａ２ＳＯ４上で乾燥させる。溶媒
をエバポレーションし、そして残渣を１２０ないし１３０℃、真空（０．１ミリバール）
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下で乾燥させる。望ましい生成物は無色樹脂として得られる。
【００３４】
一般的に、生成物（Ｃ－６）は例えば、次式（Ｃ－６－α）、（Ｃ－６－β）又は（Ｃ－
６－γ）
【化７３】

で表わされる化合物により表わされ得る。また、これら３つの化合物の混合物の形態であ
ってもよい。
【００３５】
式（Ｃ－６－α）の好ましい意味は
【化７４】
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である。
【００３６】
式（Ｃ－６－β）の好ましい意味は
【化７５】

である。
【００３７】
式（Ｃ－６－γ）の好ましい意味は
【化７６】

である。
【００３８】
上記の式（Ｃ－６－α）ないし（Ｃ－６－γ）及び（Ｃ－６－α－Ｉ）ないし（Ｃ－６－
γ－Ｉ）において、ｂ5は好ましくは２ないし２０、特に２ないし１０である。
【００３９】



(17) JP 4210991 B2 2009.1.21

10

20

30

40

成分（Ｉ）は、好ましくは、チヌビン　７７０ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７７０)、
チヌビン　７６５ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)、チヌビン　１４４(登録商標：
ＴＩＮＵＶＩＮ　１４４)、チヌビン　１２３(登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　１２３)、Ａ
ＤＫ　スタブ　ＬＡ　５２（登録商標：ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ　５２）、ＡＤＫ　スタ
ブ　ＬＡ　５７（登録商標：ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ　５７）、ＡＤＫ　スタブ　ＬＡ　
６２（登録商標：ＡＤＫ　ＳＴＡＢ　ＬＡ　６２）、ＡＤＫ　スタブ　ＬＡ　６７（登録
商標：ＡＤＫ　ＳＴＡＢＬＡ　６７）、ジアセタム　５(登録商標：ＤＩＡＣＥＴＡＭ　
５)、スミソルブ　ＴＭ　６１(登録商標：ＳＵＭＩＳＯＲＢ　ＴＭ　６１)、ユビヌル　
４０４９(登録商標：ＵＶＩＮＵＬ　４０４９)、サンデュボア　ＰＲ　３１(登録商標：
ＳＡＮＤＵＶＯＲ　ＰＲ３１)、グッドライト　ＵＶ　３０３４ (登録商標：ＧＯＯＤＲ
ＩＴＥ　ＵＶ　３０３４)、グッドライト　ＵＶ　３１５０(登録商標：ＧＯＯＤＲＩＴＥ
　ＵＶ　３１５０)、グッドライト　ＵＶ　３１５９(登録商標：ＧＯＯＤＲＩＴＥ　ＵＶ
　３１５９)、グッドライト　３１１０×１２８ (登録商標：ＧＯＯＤＲＩＴＥ　３１１
０×１２８)、又はユビヌル ４０５０　Ｈ(登録商標：ＵＶＩＮＵＬ　４０５０　Ｈ)であ
り、特にチヌビン　７７０ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７７０)、チヌビン　７６５ (
登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)、チヌビン　１４４(登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　１
４４)、チヌビン　１２３(登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　１２３)、ジアセタム　５(登録商
標：ＤＩＡＣＥＴＡＭ　５)、スミソルブ　ＴＭ　６１(登録商標：ＳＵＭＩＳＯＲＢＴＭ
　６１)、ユビヌル　４０４９(登録商標：ＵＶＩＮＵＬ　４０４９)、サンデュボア　Ｐ
Ｒ　３１(登録商標：ＳＡＮＤＵＶＯＲ　ＰＲ３１)、グッドライト　ＵＶ　３０３４ (登
録商標：ＧＯＯＤＲＩＴＥ　ＵＶ　３０３４) 、又はユビヌル ４０５０　Ｈ(登録商標：
ＵＶＩＮＵＬ　４０５０　Ｈ)である。
【００４０】
成分（ＩＩ）は、好ましくはリコビン　８４５（登録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）（
＝Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ａｂｓｔｒａｃｔｓ　Ｒｅｇｉｓｔｒｙ　Ｎｏ．８６４０３－３２
－９）、ホスタビン　Ｎ　２０（登録商標：ＨＯＳＴＡＶＩＮ　Ｎ　２０）、ホスタビン
　Ｎ　２４（登録商標：ＨＯＳＴＡＶＩＮ　Ｎ　２４）またはサンデュボア　３０５０(
登録商標：ＳＡＮＤＵＶＯＲ　３０５０)である。
【００４１】
成分（ＩＩＩ）は、好ましくはチマソルブ　９４４(登録商標：ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　
９４４)、チマソルブ　２０２０(登録商標：ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　２０２０)、シアソ
ルブ　ＵＶ　３３４６(登録商標：ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ　３３４６)、シアソルブ　ＵＶ
　３５２９(登録商標：ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ　３５２９)、ダスチブ　１０８２(登録商
標：ＤＡＳＴＩＢ　１０８２)、チマソルブ１１９(登録商標：ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　１
１９)、ユバシル　２９９(登録商標：ＵＶＡＳＩＬ　２９９)、ユバシル　１２５(登録商
標：ＵＶＡＳＩＬ　１２５)、ユバシル　２０００(登録商標：ＵＶＡＳＩＬ　２０００)
、ユビヌル　５０５０　Ｈ(登録商標：ＵＶＩＮＵＬ　５０５０　Ｈ)、リヒツフツシュト
フ　ＵＶ　３１ (登録商標：ＬＩＣＨＴＳＣＨＵＴＺＳＴＯＦＦ　ＵＶ　３１)、ルケム
　ＨＡ　Ｂ　１８(登録商標：ＬＵＣＨＥＭ　ＨＡ　Ｂ　１８)、ＡＤＫ　ＳＡＴＢ　ＬＡ
　６３(登録商標：ＡＤＫ　ＳＡＴＢ　ＬＡ　６３)、ＡＤＫ　ＳＡＴＢ　ＬＡ　６８(登
録商標：ＡＤＫ　ＳＡＴＢ　ＬＡ　６８)、又はユバソルブＨＡ　８８(登録商標：ユバソ
ルブ　ＨＡ　８８)である。
【００４２】
式（Ｃ－１）、（Ｃ－３）、（Ｃ－４）、（Ｃ－５）、（Ｃ－６－α）、（Ｃ－６－β）
、及び（Ｃ－６－γ）の化合物における遊離原子価を飽和する末端基の意味は、それらの
製造に使用された方法に依存する。また末端基は、化合物の製造後にも変性され得る
【００４３】
式（Ｃ－１）で表わされる化合物が次式
【化７７】
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（式中、Ｘは例えばハロゲン原子、特に塩素原子を表わし、そしてＲ4およびＲ5は上記で
定義された通りである。）で表わされる化合物を次式
【化７８】

（式中、Ｒ1、Ｒ2およびＲ3は上記で定義された通りである。）で表わされる化合物と反
応させることにより製造される場合、ジアミノ基に結合している末端基は水素原子又は
【化７９】

であり、そしてトリアジン基に結合している末端基はＸまたは
【化８０】

である。
Ｘがハロゲン原子である場合、反応終了時、これを例えば－ＯＨまたはアミノ基により置
換することは有利である。言及されてよいアミノ基の例は、ピロリジン－１－イル基、モ
ルホリノ基、－ＮＨ2、－Ｎ（炭素原子数１ないし８のアルキル）2基および－ＮＲ（炭素
原子数１ないし８のアルキル）基（式中、Ｒは水素原子または式（ｃ－Ｉ）で表わされる
基を表わす。）である。
【００４４】
式（Ｃ－１）で表わされる化合物はまた、次式
【化８１】

（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5およびｂ1は上記で定義された通りであり、そしてＲ4
*

はＲ4の意味の一つを有し、そしてＲ5
*はＲ5の意味の一つを有する。）
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【００４５】
特に好ましい式（Ｃ－１）で表わされる化合物の一つは次式
【化８２】

で表わされる。
【００４６】
この化合物の製造方は例えばＵＳ－Ａ－６，０４６，３０４に記載されている。
【００４７】
式（Ｃ－３）で表わされる化合物において、ケイ素原子に結合している末端基は例えば（
Ｒ14）3Ｓｉ－Ｏ－であり得、そして酸素原子に結合している末端基は例えば－Ｓｉ（Ｒ1

4）3であり得る。
【００４８】
ｂ2が３ないし１０の数であり、すなわち構造式中に示された遊離原子価が直接結合を形
成する場合、式（Ｃ－３）で表わされる化合物はまた、環式化合物の形状であってもよい
。
【００４９】
式（Ｃ－４）で表わされる化合物において、２，５－ジオキソピロリジン環に結合してい
る末端基は例えば水素原子であり、そして－Ｃ（Ｒ23）（Ｒ24）－基に結合している末端
基は例えば
【化８３】

である。
【００５０】
式（Ｃ－５）で表される化合物において、カルボニル基に結合している末端基は例えば
【化８４】
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であり、そして酸素原子基に結合している末端基は例えば
【化８５】

である。
【００５１】
式（Ｃ－６－α）、（Ｃ－６－β）および（Ｃ－６－γ）で表される化合物において、ト
リアジン基に結合している末端基は例えばＣｌまたは
【化８６】

基であり、そしてアミノ基に結合している末端基は例えば水素原子または
【化８７】

基である。
【００５２】
Ｅ1、Ｅ1

*、Ｅ8、Ｅ12、Ｅ13、Ｅ16、Ｅ18、Ｅ22、Ｅ23、Ｅ25、及びＥ29は、好ましくは
水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基
、シクロヘキシルオキシ基、アリル基、ベンジル基又はアセチル基である。
【００５３】
Ｒ6、Ｒ13、Ｒ16、Ｒ18、Ｒ30及びＲ32は、好ましくは水素原子、炭素原子数１ないし４
のアルキル基、炭素原子数１ないし１０のアルコキシ基、シクロヘキシルオキシ基、アリ
ル基、ベンジル基又はアセチル基である。
【００５４】
Ｅ1、Ｅ1

*、Ｅ8、Ｅ12、Ｅ13、Ｅ16、Ｅ18、Ｅ22、Ｅ23、Ｅ25、Ｅ29、Ｒ6、Ｒ13、Ｒ16

、Ｒ18、Ｒ30及びＲ32は、特に水素原子又はメチル基であり、そしてＥ1及びＲ6が更に、
炭素原子数１ないし８のアルコキシ基である。
【００５５】
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好ましい態様に従って、
ｍ1は、２又は４を表し、
Ｅ2

*は、炭素原子数１２ないし２０のアルキル基を表し、
もしもｍ1が２の場合、Ｅ2は、炭素原子数２ないし１０のアルキレン基、又は式（ｂ－１
）の基を表し、
Ｅ3は、炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、
Ｅ4は、炭素原子数１ないし６のアルキレン基を表し、及び
Ｅ5及びＥ6は互いに独立して、炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、又
もしもｍ1が４の場合、Ｅ2は、炭素原子数４ないし８のアルカンテトライル基を表し、
基Ｅ7の２つは、－ＣＯＯ－（炭素原子数１０ないし１５のアルキル基）を表し、又基Ｅ7

の２つは、式（ｂ－ＩＩ）の基を表し、
Ｅ9及びＥ10は、一緒になって、炭素原子数９ないし１３のアルキレン基を形成し、
Ｅ11は、水素原子、又は基－Ｚ1－ＣＯＯ－Ｚ2を表し、
Ｚ1は、炭素原子数２ないし６のアルキレン基を表し、及び
Ｚ2は、炭素原子数１０ないし１６のアルキル基を表し、
Ｅ14は、水素原子を表し、及び
Ｅ15は、炭素原子数２ないし６のアルキレン基、又は炭素原子数３ないし５のアルキリデ
ン基を表し、
Ｅ17は、炭素原子数１０ないし１４のアルキル基を表し、
Ｅ24は、炭素原子数１ないし４のアルコキシ基を表し、
ｍ2は、１、２又は３を表し、
ｍ2が１の場合、Ｅ26は、基
【化８８】

を表し、
ｍ2が２の場合、Ｅ26は、炭素原子数２ないし６のアルキレン基を表し、そしてｍ2が３の
場合、Ｅ26は、式（ｂ－ＩＶ）の基を表し、
基Ｅ27は、互いに独立して、炭素原子数２ないし６のアルキレン基を表し、及び、
基Ｅ28は、互いに独立して、炭素原子数１ないし４のアルキル基、又は炭素原子数５ない
し８のシクロアルキル基を表し、及び
Ｅ30は、炭素原子数２ないし８のアルキレン基を表す。
【００５６】
他の好ましい態様に従って、
Ｒ1及びＲ3は、互いに独立して、式（ｃ－Ｉ）の基を表し、
Ｒ2は、炭素原子数２ないし８のアルキレン基を表し、
Ｒ4及びＲ5は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素
原子数５ないし８のシクロアルキル基、又は式（ｃ－Ｉ）の基を表すか、又は基Ｒ4及び
Ｒ5が、それらが結合する窒素原子と一緒になって、５－ないし１０－員複素環式環を形
成し、及び
ｂ1は、２ないし２５の数を表し、
Ｒ7及びＲ11は、互いに独立して、水素原子、又は炭素原子１ないし４のアルキル基を表
し、
Ｒ8、Ｒ9及びＲ10は、互いに独立して、炭素原子数２ないし４のアルキレン基を表し、及
び
Ｘ1、Ｘ2、Ｘ3、Ｘ4、Ｘ5、Ｘ6、Ｘ7、及びＸ8は、互いに独立して、式（ｃ－ＩＩ）の基
を表し、
Ｒ12は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数５ないし８のシクロ
アルキル基、又は、式（ｃ－Ｉ）の基を表し、
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Ｒ15は、炭素原子数３ないし６のアルキレン基を表し、及び
ｂ2は、２ないし２５の数を表し、
Ｒ17及びＲ21は、互いに独立して、直接結合、又は基－Ｎ（Ｘ9）－ＣＯ－Ｘ10－ＣＯ－
Ｎ（Ｘ11）－を表し、
Ｘ9及びＸ11は、互いに独立して、水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を
表し、
Ｘ10は、直接結合を表し、
Ｒ19及びＲ23は、炭素原子数１ないし２５のアルキル基又はフェニル基を表し、
Ｒ20及びＲ24は、水素原子、又は炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、
Ｒ22は、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、又は式（ｃ－I）の基を表し、及び
ｂ3は、１ないし２５の数を表し、
Ｒ25、Ｒ26、Ｒ27、Ｒ28及びＲ29は、互いに独立して、直接結合、又は炭素原子数１ない
し４のアルキレン基を表し及び、
ｂ4は、１ないし２５の数を表し、
ｂ'5、ｂ''5及びｂ'''5は、互いに独立して２ないし４の数を表し、及び
Ｒ31は、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数５ないし８のシクロ
アルキル基、フェニル基、又はベンジル基を表す。
【００５７】
特に好ましい態様に従って、
成分（Ｉ）が式（Ｂ－１－ｂ）、（Ｂ－１－ｃ）、（Ｂ－１－ｄ）、（Ｂ－２－ａ）、（
Ｂ－４－ａ）、（Ｂ－４－ｂ）、（Ｂ－５）、（Ｂ－７）、（Ｂ－８－ａ）、（Ｂ－９－
ａ）、（Ｂ－９－ｂ）、（Ｂ－９－ｃ）又は（Ｂ－１０－ａ）で表される化合物：
成分（ＩＩ）が式（Ｂ－０－ａ）、（Ｂ－３－ａ）、（Ｂ－３－ｂ）又は（Ｂ－６－ａ）
で表される化合物：及び
成分（ＩＩＩ）が式（Ｃ－１－ａ）、（Ｃ－１－ｂ）、（Ｃ－１－ｃ）、（Ｃ－１－ｄ）
、（Ｃ－２－ａ）、（Ｃ－３－ａ）、（Ｃ－４－ａ）、（Ｃ－４－ｂ）、（Ｃ－４－ｃ）
又は（Ｃ－５－ａ）で表される化合物、または生成物（Ｃ－６－ａ）であり：
上記化合物は、
【化８９】
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（上記各式中、Ｅ1及びＥ1
*は、水素原子、炭素原子数１ないし８のアルキル基、Ｏ・、

－ＯＨ、－ＣＨ2ＣＮ、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、炭素原子数５ないし１
２のシクロアルコキシ基、炭素原子数３ないし６のアルケニル基、未置換の又は１、２又
は３個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によってフェニル基上を置換された炭素原子
数７ないし９のフェニルアルキル基、又は炭素原子数１ないし８のアシル基を表す。）；
【化９０】

（式中、基Ｅ7の２つは、－ＣＯＯ－Ｃ13Ｈ27を表し、及び
基Ｅ7の２つは、
【化９１】

を表し、及びＥ8は、前記Ｅ1の意味の１つを有する。）；
【化９２】
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【化９３】

（上記各式中、Ｅ13は、前記Ｅ1の意味の１つを有する。）；
【化９４】

（式中、Ｅ16は、前記Ｅ1の意味の１つを有する。）；
【化９５】

（式中、Ｅ18は、前記Ｅ1の意味の１つを有する。）；
【化９６】
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〔式中、Ｅ19、Ｅ20及びＥ21は、互いに独立して、式（ｂ－ＩＩＩ）
【化９７】

（式中、Ｅ22は、前記Ｅ1の意味の１つを有する。）の基を表す。〕；
【化９８】

（式中、Ｅ23は、前記Ｅ1の意味の１つを有する。）；
【化９９】
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（上記各式中、Ｅ25は、前記Ｅ1の意味の１つを有する。）；
【化１００】

（式中、Ｅ29は、前記Ｅ1の意味の１つを有する）；
【化１０１】

（上記各式中、ｂ1は、２ないし２０の数を表し、及びＲ6は、水素原子、炭素原子数１な
いし８のアルキル基、Ｏ・、－ＯＨ、－ＣＨ2ＣＮ、炭素原子数１ないし１８のアルコキ
シ基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルコキシ基、炭素原子数３ないし６のアルケニ
ル基、未置換の又は１、２又は３個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によってフェニ
ル基上を置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、又は炭素原子数１ない
し８のアシル基を表す。）；
【化１０２】
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【化１０３】

（式中、ｂ2は、２ないし２０の数を表し、及びＲ16は、前記Ｒ6の意味の１つを有する。
）；
【化１０４】
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（上記各式中、ｂ3は、１ないし２０の数を表し、及びＲ18は、前記Ｒ6の意味の１つを有
する。）；
【化１０５】

（式中、ｂ4は、１ないし２０の数を表し、及びＲ30は、前記Ｒ6の意味の１つを有する。
）で表される化合物であり；生成物（Ｃ－６－ａ）は、
塩化シアヌルと式（Ｃ－６－１－ａ）
【化１０６】

で表されるポリアミンの反応によって得られる生成物を式（Ｃ－６―２－ａ）
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【化１０７】

（式中、Ｒ32は、前記Ｒ6の意味の１つを有する。）
で表される化合物と反応させることによって得られ得る生成物である。
【００５８】
成分（ＩＩ）は、好ましくは式（Ｂ－０）である化合物を表す。
【００５９】
興味深い安定剤混合物は、
成分（Ｉ）が式（Ｂ－１）、（Ｂ－４）、（Ｂ－５）、（Ｂ－８）、（Ｂ－９）または（
Ｂ－１０）で表される化合物であり、
成分（ＩＩ）が式（Ｂ－０）、（Ｂ－３）または（Ｂ－６）で表される化合物であり、及
び
成分（ＩＩＩ）が式（Ｃ－１）、（Ｃ－２）、（Ｃ－３）、（Ｃ－４）または（Ｃ－５）
で表される化合物であるか、または生成物（Ｃ－６）のものである。
【００６０】
特に興味深い安定剤混合物は、
成分（Ｉ）が式（Ｂ－１－ｂ）、（Ｂ－１－ｃ）、（Ｂ－４－ａ）、（Ｂ－４－ｂ）、（
Ｂ－５）、（Ｂ－８－ａ）、（Ｂ－９－ｂ）または（Ｂ－１０－ａ）で表される化合物で
あり、
成分（ＩＩ）が式（Ｂ－０－ａ）、（Ｂ－３－ａ）、（Ｂ－３－ｂ）または（Ｂ－６－ａ
）で表される化合物であり、及び
成分（ＩＩＩ）が式（Ｃ－１－ａ）、（Ｃ－１－ｂ）、（Ｃ－１－ｃ）、（Ｃ－１－ｄ）
、（Ｃ－２－ａ）、（Ｃ－３－ａ）、（Ｃ－４－ａ）、（Ｃ－４－ｂ）、（Ｃ－４－ｃ）
、または（Ｃ－５－ａ）で表される化合物であるか、または生成物（Ｃ－６－ａ）のもの
である。
【００６１】
更なる特に好ましい態様は、以下の安定剤混合物に関する：
・成分（Ｉ）が式（Ｂ－１－ｂ）で表される化合物（式中、Ｅ1は水素原子またはメチル
基を表す。）であり、及び成分（ＩＩ）が式（Ｂ－０－ａ）で表される化合物（式中、Ｅ

1
*は水素原子を表す。）である安定剤混合物。

・成分（Ｉ）が式（Ｂ－１－ｂ）で表される化合物（式中、Ｅ1は水素原子またはメチル
基を表す。）であり、成分（ＩＩ）が式（Ｂ－０－ａ）で表される化合物（式中、Ｅ1

*は
水素原子を表す。）であり、及び成分（ＩＩＩ）が式（Ｃ－１－ａ）、（Ｃ－１－ｂ）ま
たは（Ｃ－１－ｄ）で表される化合物（式中、Ｒ6は水素原子またはメチル基を表す。）
である安定剤混合物。
・成分（Ｉ）が式（Ｂ－１－ｂ）で表される化合物（式中、Ｅ1は水素原子を表す。）で
あり、成分（ＩＩ）が式（Ｂ－０－ａ）で表される化合物（式中、Ｅ1

*は水素原子を表す
。）であり、及び成分（ＩＩＩ）が式（Ｃ－１－ａ）で表される化合物（式中、Ｒ6は水
素原子を表す。）である安定剤混合物。
・成分（Ｉ）が式（Ｂ－１－ｂ）で表される化合物（式中、Ｅ1はメチル基を表す。）で
あり、成分（ＩＩ）が式（Ｂ－６－ａ）で表される化合物（式中、Ｅ18はメチル基を表す
。）であり、及び成分（ＩＩＩ）が式（Ｃ－１－ｄ）で表される化合物（式中、Ｒ6はメ
チル基を表す。）であるか、または式（Ｃ－２－ａ）で表される化合物（式中、Ｒ13はメ
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チル基を表す。）であるか、または式（Ｃ－５－ａ）で表される化合物（式中、Ｒ30はメ
チル基を表す。）である安定剤混合物。
【００６２】
本発明に従った安定剤混合物の例は、以下の市販品の組合せである：
１．チヌビン　７７０ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７７０)＋リコビン　８４５（登録
商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋チマソルブ　９４４(登録商標：ＣＨＩＭＡＳＳＯＲ
Ｂ　９４４)。
２．チヌビン　７７０ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７７０)＋リコビン　８４５（登録
商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋チマソルブ　１１９(登録商標：ＣＨＩＭＡＳＳＯＲ
Ｂ　１１９)。
３．チヌビン　７７０ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７７０)＋リコビン　８４５（登録
商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋チマソルブ　２０２０(登録商標：ＣＨＩＭＡＳＳＯ
ＲＢ　２０２０)。
４．チヌビン　７７０ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７７０)＋リコビン　８４５（登録
商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ユバソルブ　ＵＶ　３３４６(登録商標：ＵＶＡＳＯ
ＲＢ　ＵＶ　３３４６)。
５．チヌビン　７７０ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７７０)＋リコビン　８４５（登録
商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ユバソルブ　ＵＶ　３５２９(登録商標：ＵＶＡＳＯ
ＲＢ　ＵＶ　３５２９)。
６．チヌビン　７７０ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７７０)＋リコビン　８４５（登録
商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ダスチブ　１０８２(登録商標：ＤＡＳＴＩＢ　１０
８２)。
７．チヌビン　７７０ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７７０)＋リコビン　８４５（登録
商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ユバシル　２９９(登録商標：ＵＶＡＳＩＬ　２９９)
。
８．チヌビン　７７０ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７７０)＋リコビン　８４５（登録
商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ユバソルブ　ＨＡ　８８(登録商標：ＵＶＡＳＯＲＢ
　ＨＡ　８８)。
９．チヌビン　７７０ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７７０)＋リコビン　８４５（登録
商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ユビヌル　５０５０　Ｈ(登録商標：ＵＶＩＮＵＬ　
５０５０　Ｈ)。
１０．チヌビン　７７０ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７７０)＋リコビン　８４５（登
録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ＡＤＫ　スタブ　ＬＡ　６３（登録商標：ＡＤＫ　
ＳＴＡＢ　ＬＡ　６３）。
１１．チヌビン　７７０ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７７０)＋リコビン　８４５（登
録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ＡＤＫ　スタブ　ＬＡ　６８（登録商標：ＡＤＫ　
ＳＴＡＢ　ＬＡ　６８）。
１２．チヌビン　７７０ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７７０)＋リコビン　８４５（登
録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋リヒツフツシュトフ　ＵＶ　３１ (登録商標：ＬＩ
ＣＨＴＳＣＨＵＴＺＳＴＯＦＦ　ＵＶ　３１)。
１３．チヌビン　７７０ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７７０)＋リコビン　８４５（登
録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ルケム　ＨＡ　Ｂ　１８(登録商標：ＬＵＣＨＥＭ
　ＨＡ　Ｂ　１８)。
１４．チヌビン　７６５ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)＋リコビン　８４５（登
録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋チマソルブ　９４４(登録商標：ＣＨＩＭＡＳＳＯ
ＲＢ　９４４)。
１５．チヌビン　７６５ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)＋リコビン　８４５（登
録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋チマソルブ　１１９(登録商標：ＣＨＩＭＡＳＳＯ
ＲＢ　１１９)。
１６．チヌビン　７６５ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)＋リコビン　８４５（登
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録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋チマソルブ　２０２０(登録商標：ＣＨＩＭＡＳＳ
ＯＲＢ　２０２０)。
１７．チヌビン　７６５ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)＋リコビン　８４５（登
録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ユバソルブ　ＵＶ　３３４６(登録商標：ＵＶＡＳ
ＯＲＢ　ＵＶ　３３４６)。
１８．チヌビン　７６５ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)＋リコビン　８４５（登
録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ユバソルブ　ＵＶ　３５２９(登録商標：ＵＶＡＳ
ＯＲＢ　ＵＶ　３５２９)。
１９．チヌビン　７６５ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)＋リコビン　８４５（登
録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ダスチブ　１０８２(登録商標：ＤＡＳＴＩＢ　１
０８２)。
２０．チヌビン　７６５ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)＋リコビン　８４５（登
録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ユバシル　２９９(登録商標：ＵＶＡＳＩＬ　２９
９)。
２１．チヌビン　７６５ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)＋リコビン　８４５（登
録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ユバソルブ　ＨＡ　８８(登録商標：ＵＶＡＳＯＲ
Ｂ　ＨＡ　８８)。
２２．チヌビン　７６５ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)＋リコビン　８４５（登
録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ユビヌル　５０５０　Ｈ(登録商標：ＵＶＩＮＵＬ
　５０５０　Ｈ)。
２３．チヌビン　７６５ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)＋リコビン　８４５（登
録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ＡＤＫ　スタブ　ＬＡ　６３（登録商標：ＡＤＫ　
ＳＴＡＢ　ＬＡ　６３）。
２４．チヌビン　７６５ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)＋リコビン　８４５（登
録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ＡＤＫ　スタブ　ＬＡ　６８（登録商標：ＡＤＫ　
ＳＴＡＢ　ＬＡ　６８）。
２５．チヌビン　７６５ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)＋リコビン　８４５（登
録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋リヒツフツシュトフ　ＵＶ　３１ (登録商標：ＬＩ
ＣＨＴＳＣＨＵＴＺＳＴＯＦＦ　ＵＶ　３１)。
２６．チヌビン　７６５ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)＋リコビン　８４５（登
録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）＋ルケム　ＨＡ　Ｂ　１８(登録商標：ＬＵＣＨＥＭ
　ＨＡ　Ｂ　１８)。
【００６３】
特に好ましい安定剤混合物は、番号１ないし１１である。
【００６４】
上記混合物番号１４ないし２６において、リコビン　８４５（登録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ
　８４５）の代わりに、化合物（Ｂ－６－ａ－１）が存在する安定剤混合物もまた好まし
い。
【００６５】
更なる特に好ましい安定剤混合物は、
・チヌビン　７６５ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)＋化合物（Ｂ－６－ａ－１）
＋チマソルブ　９４４(登録商標：ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　９４４)
・チヌビン　７６５ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)＋化合物（Ｂ－６－ａ－１）
＋シアソルブ　ＵＶ　３５２９(登録商標：ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ　３５２９)
・チヌビン　７６５ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)＋化合物（Ｂ－６－ａ－１）
＋ＡＤＫ　ＳＡＴＢ　ＬＡ　６３(登録商標：ＡＤＫ　ＳＡＴＢ　ＬＡ６３)
である。
【００６６】
化合物（Ｂ－６－ａ－１）は、式（Ｂ－６－ａ）で表される化合物（式中、Ｅ18はメチル
基を表す。）である。
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【００６７】
市販製品チヌビン　７７０(登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７７０)は、式（Ｂ－１－ｂ）で
表される化合物（式中、Ｅ1は水素原子を表す。）に相当する。
市販製品チヌビン　７６５(登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７６５)は、式（Ｂ－１－ｂ）で
表される化合物（式中、Ｅ1はメチル基を表す。）に相当する。
市販製品リコビン　８４５（登録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５）は、式（Ｂ－０－ａ）
で表される化合物（式中、Ｅ1

*はオクチルオキシ基を表す。）に相当する。
市販品チマソルブ　９４４(登録商標：ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　９４４)は、式（Ｃ－１－
ａ）で表される化合物（式中、Ｒ6は水素原子を表す。）に相当する。
市販品チマソルブ　１１９(登録商標：ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　１１９)は、式（Ｃ－２－
ａ）で表される化合物（式中、Ｒ13はメチル基を表す。）に相当する。
市販品チマソルブ　２０２０(登録商標：ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　２０２０)は、式（Ｃ－
１－ｂ）で表される化合物（式中、Ｒ6は水素原子を表す。）に相当する。
市販品シアソルブ　ＵＶ　３３４６(登録商標：ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ　３３４６)は、式
（Ｃ－１－ｄ）で表される化合物（式中、Ｒ6は水素原子を表す。）に相当する。
市販品シアソルブ　ＵＶ　３５２９(登録商標：ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ　３５２９)は、式
（Ｃ－１－ｄ）で表される化合物（式中、Ｒ6はメチル基を表す。）に相当する。
市販品ダスチブ　１０８２(登録商標：ＤＡＳＴＩＢ　１０８２)は、式（Ｃ－１－ｃ）で
表される化合物（式中、Ｒ6は水素原子を表す。）に相当する。
市販品ユバシル　２９９(登録商標：ＵＶＡＳＩＬ　２９９)は、式（Ｃ－３－ａ）で表さ
れる化合物（式中、Ｒ16は水素原子を表す。）に相当する。
市販品ユバソルブ　ＨＡ　８８(登録商標：ＵＶＡＳＯＲＢ　ＨＡ　８８)は、特に式（Ｃ
－６－γ－Ｉ）で表される化合物に相当する。
市販品ユビヌル　５０５０　Ｈ(登録商標：ＵＶＩＮＵＬ　５０５０　Ｈ)は、式（Ｃ－４
－ａ）で表される化合物（式中、Ｒ18は水素原子を表す。）に相当する。
市販品ＡＤＫ　ＳＡＴＢ　ＬＡ　６３(登録商標：ＡＤＫ　ＳＡＴＢ　ＬＡ　６３)は、式
（Ｃ－５－ａ）で表される化合物（式中、Ｒ30はメチル基を表す。）に相当する。
市販品ＡＤＫ　ＳＡＴＢ　ＬＡ　６８(登録商標：ＡＤＫ　ＳＡＴＢ　ＬＡ　６８)は、式
（Ｃ－５－ａ）で表される化合物（式中、Ｒ30は水素原子を表す。）に相当する。
市販品リヒツフツシュトフ　ＵＶ　３１(登録商標：ＬＩＣＨＴＳＣＨＵＴＺＳＴＯＦＦ
　ＵＶ　３１)は、式（Ｃ－４－ｂ）で表される化合物（式中、Ｒ18は水素原子を表す。
）に相当する。
市販品ルケム　ＨＡ　Ｂ　１８(登録商標：ＬＵＣＨＥＭ　ＨＡ　Ｂ　１８)は、式（Ｃ－
４－ｃ）で表される化合物（式中、Ｒ18は水素原子を表す。）に相当する。
【００６８】
本発明の更なる好ましい態様は、所望により
（Ｘ－１）顔料または
（Ｘ－２）紫外線吸収剤または
（Ｘ－３）顔料及び紫外線吸収剤
を含む安定剤混合物に関する。
【００６９】
顔料（成分（Ｘ－１））は無機または有機顔料であり得る。
【００７０】
無機顔料の例としては、二酸化チタン、酸化亜鉛、カーボンブラック、硫化カドミウム、
セレン化カドミウム、酸化クロム、酸化鉄、酸化鉛等がある。
【００７１】
有機顔料の例としては、アゾ顔料、アントラキノン、フタロシアニン、テトラクロロイソ
インドリノン、キナクリドン、イソインドリン、ぺリレン、ピロロピロール（例えばピグ
メント　レッド　２５４等がある。
【００７２】
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“ゲーター／ミューラー（Ｇａｃｈｔｅｒ／Ｍｕｌｌｅｒ）：プラスチック添加剤手引書
　第３版，ハンサー出版社，ミュンヘン　ウィーン　ニューヨーク”６４７～６５９頁，
要点１１．２．１．１～１１．２．４．２に記載されている全ての有機顔料が、成分（Ｘ
－１）として使用され得る。
【００７３】
特に好ましい顔料は、二酸化チタンであり、所望により有機顔料と組合わせられる。
【００７４】
そのような有機顔料の例として：
Ｃ．Ｉ．（カラーインデックス）ピグメントイエロー９３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー
９５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３９、Ｃ．Ｉ
．ピグメントイエロー１５５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１６２、Ｃ．Ｉ．ピグメント
イエロー１６８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８０、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８
３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７０、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントレッド２０２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２１４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４
、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２６４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２７２、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントレッド４８：２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８：３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５
３：１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５７：１、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７、Ｃ．Ｉ．
ピグメントブルー１５：１、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３及びＣ．Ｉ．ピグメント
バイオレット１９がある。
【００７５】
紫外線吸収剤（成分（Ｘ－２））の例としては、２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベン
ゾトリアゾール、２－ヒドロキシベンゾフェノン、置換された、または未置換の安息香酸
のエステル、アクリレート、オキサミド、２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５
－トリアジン、レソルシノールまたはホルムアミジンのモノベンゾエートがある。
【００７６】
２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾールの例は、例えば、２－（２’－ヒ
ドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ジ－第三ブ
チル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（５’－第三ブチル－２’
－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－５’－（１，１
，３，３－テトラメチルブチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ジ
－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロ－ベンゾトリアゾール、２－（
３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）－５－クロロ－ベンゾト
リアゾール、２－（３’－第二ブチル－５’－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）
ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－４’－オクチルオキシフェニル）ベンゾ
トリアゾール、２－（３’，５’－ジ－第三アミル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾ
トリアゾール、２－（３’，５’－ビス（α，α－ジメチルベンジル）－２’－ヒドロキ
シフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－
（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）－５－クロロ－ベンゾトリアゾール
の混合物、２－（３’－第三ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキシ）－カル
ボニルエチル］－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロ－ベンゾトリアゾール、２－
（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）フェ
ニル）－５－クロロ－ベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ
－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’
－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェ
ニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシ
ルオキシ）カルボニルエチル］－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－
（３’－ドデシル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２
－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－イソオクチルオキシカルボニル
エチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２，２’－メチレン－ビス［４－（１，１，３
，３－テトラメチルブチル）－６－ベンゾトリアゾール－２－イルフェノール］、または
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２－［３’－第三ブチル－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）－２’－ヒドロキシ
フェニル］－２Ｈ－ベンゾトリアゾールとポリエチレングリコール３００とのエステル交
換生成物、次式［Ｒ－ＣＨ2ＣＨ2－ＣＯＯ（ＣＨ2）3－］2［式中、Ｒは３’－第三ブチ
ル－４’－ヒドロキシ－５’－２Ｈ－ベンゾトリアゾル－２－イルフェニル基を表す。］
で表されるものがある。
【００７７】
２－（３’，５’－ジ－第三－ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロ－ベン
ゾトリアゾール、２－（３’－第三－ブチル－２’－ヒドロキシ－ ５’－メチルフェニ
ル）－５－クロロ－ベンゾトリアゾール及び２－（３’，５’－ジ－第三－アミル－２’
－ヒドロキシフェニル）－ベンゾトリアゾールが好ましい。
【００７８】
２－ヒドロキシベンゾフェノンは、例えば、４－ヒドロキシ、４－メトキシ、４－オクチ
ルオキシ、４－デシルオキシ、４－ドデシルオキシ、４－ベンジルオキシ、４，２’，４
’－トリヒドロキシまたは２’－ヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ誘導体がある。
【００７９】
２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシベンゾフェノンが好ましい。
【００８０】
置換または未置換安息香酸のエステルは、例えば、４－第三ブチル－フェニルサリチレー
ト、フェニルサリチレート、オクチルフェニルサリチレート、ジベンゾイルレゾルシノー
ル、ビス（４－第三ブチルベンゾイル）レゾルシノール、ベンゾイルレゾルシノール、２
，４－ジ－第三ブチルフェニル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、
ヘキサデシル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、オクタデシル３，
５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、または２－メチル－４，６－ジ－第
三ブチルフェニル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエートがある。
【００８１】
２，４－ジ－第三－ブチルフェニル３，５－ジ－第三－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエ
ート及びヘキサデシル３,５－ジ－第三－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエートが好まし
い。
【００８２】
アクリレートは例えば、エチルα－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート、イソオク
チルα－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート、メチルα－カルボメトキシシンナメ
ート、メチルα－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシシンナメート、ブチルα－シアノ－
β－メチル－ｐ－メトキシシンナメート、メチルα－カルボメトキシ－ｐ－メトキシシン
ナメートまたはＮ－（β－カルボメトキシ－β－シアノビニル）－２－メチルインドリン
がある。
【００８３】
オキサミドは例えば、４，４’－ジオクチルオキシオキサニリド、２，２’－ジエトキシ
オキサニリド、２，２’－ジオクチルオキシ－５，５’－ジ－第三ブトキサニリド、２，
２’－ジドデシルオキシ－５，５’－ジ－第三ブトキサニリド、２－エトキシ－２’－エ
チルオキサニリド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－ジメチルアミノプロピル）オキサミド、２－エ
トキシ－５－第三ブチル－２’－エトキサニリド、または２－エトキシ－２’－エチル－
５，４’－ジ－第三ブトキサニリドとのその混合物、またはオルト－およびパラ－メトキ
シ－二置換オキサニリドの混合物、またはオルト－およびパラ－エトキシ－二置換オキサ
ニリドの混合物。
【００８４】
２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジンは、例えば２，４，６－トリ
ス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（
２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェ
ニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビ
ス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（２－ヒドロ
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キシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５
－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（
４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ドデシル
オキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジ
ン、２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－
ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒド
ロキシ－３－ブチルオキシ－プロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチル
）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－オク
チルオキシ－プロピルオキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチル）－１，３
，５－トリアジン、２－［４－（ドデシルオキシ／トリデシルオキシ－２－ヒドロキシプ
ロポキシ）－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－
１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ドデシル
オキシ－プロポキシ）フェニル］－４,６－ビス（２,４－ジメチルフェニル）－１,３,５
－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ）フェニル－４，６－ジフェ
ニル－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）－４，
６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス［２－ヒドロキシ－４－
（３－ブトキシ－２－ヒドロキシ－プロポキシ）フェニル］－１，３，５－トリアジンま
たは２－（２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェニル）－６－フェニル－
１，３，５－トリアジンがある。
【００８５】
２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジン及び２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ
）フェニル－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジンが好ましい。
【００８６】
レソルシノールのモノベンゾエートは、例えば式
【化１０８】

で表される化合物である。
【００８７】
ホルムアミジンは、例えば式
【化１０９】

で表される化合物である。
【００８８】
紫外線吸収剤は特に２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－ヒドロ
キシベンゾフェノンまたはヒドロキシフェニルトリアジンである。
【００８９】
本発明の更なる好ましい態様は、更なる成分（ＸＸ）として、Ｃａの有機塩、Ｃａ、酸化
Ｃａまたは水酸化Ｃａの無機塩を所望により含む安定剤混合物に関する。
【００９０】



(36) JP 4210991 B2 2009.1.21

10

20

30

40

50

Ｃａの有機塩の例として、Ｃａ－ステアレート、Ｃａ－ラウレート、Ｃａ－ラクテート、
及びステアロイルラクテートがある。
【００９１】
Ｃａの無機塩の例として、ＣａＣＯ3、ＣａＣｌ2、ＣａＦ2、Ｃａ3（ＰＯ4）2、ＣａＨＰ
Ｏ4、Ｃａ（ＰＯ3）2、Ｃａ2Ｐ2Ｏ7、ＣａＳＯ４及びＣａＳｉｏ3がある。
【００９２】
本発明に従った安定剤混合物は、光、熱又は酸化により誘発される分解に対し、有機材料
を安定化するために適当である。このような有機材料の例を下記に示す：
１．モノオレフィンおよびジオレフィンのポリマー、例えばポリプロピレン、ポリイソブ
チレン、ポリブテ－１－エン、ポリ－４－メチルペンテ－１－エン、ポリビニルシクロヘ
キセン、ポリイソプレンまたはポリブタジエン、並びにシクロオレフィン、例えばシクロ
ペンテンまたはノルボルネンのポリマー、ポリエチレン（所望に架橋されることができる
）、例えば高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、高密度および高分子量ポリエチレン（ＨＤ
ＰＥ－ＨＭＷ）、高密度および超高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＵＨＭＷ）、中密度
ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、線状低密度ポリエチレン
（ＬＬＤＰＥ）、（ＶＬＤＰＥ）および（ＵＬＤＰＥ）。
【００９３】
ポリオレフィン、すなわち前段落において例示されたモノオレフィンのポリマー、好まし
くはポリエチレンおよびポリプロピレンは、異なった、および特に以下の方法によって製
造されることができる。
ａ）ラジカル重合（通常、高圧下および高温で）。
ｂ）通常一種または一種より多くの周期表のＩＶｂ、Ｖｂ、ＶＩｂまたはＶＩＩＩ群の金
属原子を含む触媒を使用する触媒重合。これらの金属原子は通常１個または１個より多く
の、代表的にはπ－またはσ－配位され得るオキシド、ハライド、アルコレート、エステ
ル、エーテル、アミン、アルキル、アルケニルおよび／またはアリールのような配位子を
有する。これらの金属錯体は遊離状態であり得るか、あるいは代表的には活性化塩化マグ
ネシウム、塩化チタン（ＩＩＩ）、アルミナまたは酸化ケイ素のような基材上に固定され
得る。これらの触媒は重合媒体中に可溶または不溶であり得る。触媒は重合において単独
で使用されることができ、または代表的には金属アルキル、金属ヒドライド、金属アルキ
ルハライド、金属アルキルオキシドまたは金属アルキルオキサンのようなさらなる活性化
剤が使用されることができ、該金属原子は周期表のＩａ、ＩＩａおよび／またはＩＩＩａ
群の元素である。活性化剤はさらなるエステル、エーテル、アミンまたはシリルエーテル
基を用いて都合よく変性され得る。これらの触媒系は通常、フィリップス(Ｐｈｉｌｌｉ
ｐｓ)、スタンダード オイル インディアナ(Ｓｔａｎｄａｒｄ Ｏｉｌ Ｉｎｄｉａｎａ)
、チグラー（－ナッタ）(Ｚｉｅｇｌｅｒ（－Ｎａｔｔａ））、ＴＮＺ（デュポン(ＤｕＰ
ｏｎｔ)）、メタロセンまたはシングルサイト触媒(ｓｉｎｇｌｅ ｓｉｔｅ ｃａｔａｌｙ
ｓｔ)（ＳＳＣ）と命名される。
【００９４】
２．１）に記載されたポリマーの混合物、例えばポリプロピレンとポリイソブチレンとの
混合物、ポリプロピレンとポリエチレンとの混合物（例えばＰＰ／ＨＤＰＥ、ＰＰ／ＬＤ
ＰＥ）および異なるタイプのポリエチレンの混合物（例えばＬＤＰＥ／ＨＤＰＥ）。
【００９５】
３．モノオレフィンおよびジオレフィンの相互または他のビニルモノマーとのコポリマー
、例えばエチレン／プロピレンコポリマー、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）およ
びそれらと低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）との混合物、プロピレン／ブテ－１－エンコ
ポリマー、プロピレン／イソブチレンコポリマー、エチレン／ブテ－１－エンコポリマー
、エチレン／ヘキセンコポリマー、エチレン／メチルペンテンコポリマー、エチレン／ヘ
プテンコポリマー、エチレン／オクテンコポリマー、エチレン／ビニルシクロヘキセンコ
ポリマー、エチレンシクロオレフィンコポリマー（例えば、ＣＯＣのようなエチレン／ノ
ボルネン）、エチレン／１－オレフィンコポリマー（ここで、１－オレフィンは、現場で
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生成される。）、プロピレン／ブタジエンコポリマー、イソブチレン／イソプレンコポリ
マー、エチレン／ビニルシクロヘキセンコポリマー、エチレン／アルキルアクリレートコ
ポリマー、エチレン／アルキルメタクリレートコポリマー、エチレン／酢酸ビニルコポリ
マー、またはエチレン／アクリル酸コポリマーおよびそれらの塩（アイオノマー）並びに
エチレンとプロピレンおよびヘキサジエン、ジシクロペンタジエンまたはエチリデン－ノ
ルボルネンのようなジエンとのターポリマー、およびそのようなコポリマー相互および１
）に記載されたポリマーとの混合物、例えばポリプロピレン／エチレン－プロピレンコポ
リマー、ＬＤＰＥ／エチレン－酢酸ビニルコポリマー（ＥＶＡ）、ＬＤＰＥ／エチレン－
アクリル酸コポリマー（ＥＡＡ）、ＬＬＤＰＥ／ＥＶＡ、ＬＬＤＰＥ／ＥＡＡおよび交互
またはランダムポリアルキレン／一酸化炭素コポリマーおよびそれらと例えばポリアミド
のような他のポリマーとの混合物。
【００９６】
４．炭化水素樹脂（例えば炭素原子数５ないし９）であって、それらの水素化変性物（例
えば粘着付与剤）を含むもの、およびポリアルキレンおよび澱粉の混合物。
【００９７】
１．）ないし４．）のホモポリマー及びコポリマーは、シンジオタクチック、アイソタク
チック、ヘミ－アイソタクチック、またはアタクチックを含む、あらゆる立体構造を有し
得る。；ここでは、アタクチックポリマーが好ましい。ステレオブロックポリマーもまた
含まれる。
【００９８】
５．ポリスチレン、ポリ（ｐ－メチルスチレン）、ポリ（α－メチルスチレン）。
【００９９】
６．スチレン、α－メチルスチレン、ビニルトルエンの全ての異性体、とりわけｐ－ビニ
ルトルエン、エチルスチレン、プロピルスチレン、ビニルビフェニル、ビニルナフタレン
、及びビニルアントラセンの全ての異性体、及びそれらの混合物を含む芳香族ビニルモノ
マーから誘導された芳香族ホモポリマー及びコポリマー。ホモポリマー及びコポリマーは
シンジオタクチック、アイソタクチック、ヘミ－アイソタクチック又はアタクチックを含
むいずれの立体構造をも有し；アタクチックポリマーが好ましい。ステレオブロックポリ
マーがまた含まれる。
【０１００】
６ａ．エチレン、プロピレン、ジエン、ニトリル、酸、マレイン酸無水物、マレイミド、
酢酸ビニル及び塩化ビニル又はアクリル誘導体及びその混合物から選択される上述された
芳香族ビニルモノマー及びコモノマーを含むコポリマー、例えば、スチレン／ブタジエン
、スチレン／アクリロニトリル、スチレン／エチレン（共重合体）、スチレン／アルキル
メタクリレート、スチレン／ブタジエン／アルキルアクリレート、スチレン／マレイン酸
無水物、スチレン／アクリロニトリル／メチルアクリレート；スチレンコポリマー及び他
のポリマー、例えばポリアクリレート、ジエンポリマー又はエチレン／プロピレン／ジエ
ンターポリマーの高耐衝撃性の混合物；及びスチレン／ブタジエン／スチレン、スチレン
／イソプレン／スチレン、スチレン／エチレン／ブチレン／スチレン又はスチレン／エチ
レン／プロピレン／スチレンのようなスチレンのブロックコポリマー。
【０１０１】
６ｂ．　６．）で言及されたポリマーの水素化から誘導された水素化芳香族ポリマー、と
りわけアタクチックポリスチレンを水素化することにより調製されるポリシクロヘキシル
エチレン（ＰＣＨＥ）を含み、しばしばポリビニルシクロヘキサン（ＰＶＣＨ）として言
及される。
【０１０２】
６ｃ．　６ａ．）で言及されたポリマーの水素化から誘導された水素化芳香族ポリマー。
【０１０３】
ホモポリマー及びコポリマーはシンジオタクチック、アイソタクチック、ヘミ－アイソタ
クチック又はアタクチックを含むいかなる立体構造をも有し；アタクチックポリマーが好
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ましい。ステレオブロックポリマーがまた含まれる。
【０１０４】
７．スチレン又はα－メチルスチレンのような芳香族ビニルモノマーのグラフトコポリマ
ー、例えばポリブタジエンにスチレン、ポリブタジエン－スチレン又はポリブタジエン－
アクリロニトリルコポリマーにスチレン；ポリブタジエンにスチレン及びアクリロニトリ
ル（又はメタクリロニトリル）；ポリブタジエンにスチレン、アクリロニトリル及びメチ
ルメタクリレート；ポリブタジエンにスチレン及びマレイン酸無水物；ポリブタジエンに
スチレン、アクリロニトリル及びマレイン酸無水物又はマレイミド；ポリブタジエンにス
チレン及びマレイミド；ポリブタジエンにスチレン及びアルキルアクリレート又はメタク
リレート；エチレン／プロピレン／ジエンターポリマーにスチレン及びアクリロニトリル
；ポリアルキルアクリレート又はポリアルキルメタクリレートにスチレン及びアクリロニ
トリル；アクリレート／ブタジエンコポリマーにスチレン及びアクリロニトリル、並びに
それらの６）に列挙されたコポリマーとの混合物、例えばＡＢＳ、ＭＢＳ、ＡＳＡ又はＡ
ＥＳポリマーとして既知であるコポリマー混合物。
【０１０５】
８．ポリクロロプレン、塩化ゴム、イソブチレン－イソプレンの塩化及び臭化コポリマー
（ハロブチルゴム）、塩化又はスルホ塩化ポリエチレン、エチレン及び塩化エチレンのコ
ポリマー、エピクロロヒドリンホモ－及びコポリマー、とりわけハロゲン含有ビニル化合
物のポリマー、例えばポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリフッ化ビニル、ボリフ
ッ化ビニリデンならびに塩化ビニル／塩化ビニリデン、塩化ビニル／酢酸ビニル又は塩化
ビニリデン／酢酸ビニルのようなそれらのコボリマーのようなハロゲン含有ポリマー。
【０１０６】
９．α，β－不飽和酸から誘導されたポリマー及びポリアクリレート及びポリメタクリレ
ートのようなその誘導体；ブチルアクリレートで耐衝撃改善されたポリメチルメタクリレ
ート、ポリアクリルアミド及びポリアクリロニトリル。
【０１０７】
１０．９）で言及されたモノマーの互いの又は他の不飽和モノマーとのコポリマー、例え
ばアクリロニトリル／ブタジエンコポリマー、アクリロニトリル／アルキルアクリレート
コポリマー、アクリロニトリル／アルコキシアルキルアクリレート又はアクリロニトリル
／ビニルハライドコポリマー又はアクリロニトリル／アルキルメタクリレート／ブタジエ
ンターポリマー。
【０１０８】
１１．不飽和アルコール及びアミンから誘導されたポリマー又はそれらのアシル誘導体又
はアセタール、例えばポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルステアレート
、ポリビニルベンゾエート、ポリビニルマレエート、ポリビニルブチラール、ポリアリル
フタレート又はポリアリルメラミン；ならびに上の１）で言及されたオレフィンとそれら
のコポリマー。
【０１０９】
１２．ポリアルキレングリコール、ボリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシドまた
はビスグリシジルエーテルとそれらのコポリマーのような環式エーテルのホモポリマー及
びコポリマー。
【０１１０】
１３．ポリオキシメチレンのようなポリアセタール及びコモノマーとしてエチレンオキシ
ドを含むポリオキシメチレン；熱可塑性ポリウレタン、アクリレートまたはＭＢＳで変性
されたポリアセタール。
【０１１１】
１４．ポリフェニレンオキシド及びスルフィド、及びポリフェニレンオキシドとスチレン
ポリマー又はポリアミドとの混合物。
【０１１２】
１５．一方はヒドロキシル基末端を有するポリエーテル、ポリエステル及びポリブタジエ
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ンと、他方は脂肪族又は芳香族のポリイソシアナートから誘導されたポリウレタン、なら
びにそれらの前駆体。
【０１１３】
１６．ジアミシとジカルボン酸から及び／又はアミノカルボン酸又は対応するラクタムか
ら誘導されたポリアミド及びコポリアミド、例えばポリアミド４、ポリアミド６、ポリア
ミド６／６、６／１０、６／９、６／１２、４／６、１２／１２、ポリアミド１１、ポリ
アミド１２、ｍ－キシレン、ジアミン及びアジピン酸から開始した芳香族ポリアミド；へ
キサメチレンジアミン及びイソフタル酸及び／又はテレフタル酸から及び変性剤としての
エラストマーを用いて又は用いずに調製されたポリアミド、例えばポリ－２，４，４－ト
リメチルヘキサメチレンテレフタルアミド又はポリ－ｍ－フェニレンイソフタルアミド：
及び上述されたポリアミドとポリオレフィン、オレフィンコポリマー、アイオノマー又は
化学的に結合されたか又はグラフトされたエラストマーとの；又は例えばポリエチレング
リコール、ポリプロピレングリコール又はポリテトラメチレングリコールのようなポリエ
ーテルとのブロックコポリマー；ならびにＥＰＤＭ又はＡＢＳで変性されたポリアミド又
はコポリアミド；及び加工の間に縮合されたポリアミド（ＲＩＭポリアミド系）。
【０１１４】
１７．ポリ尿素、ポリイミド、ボリアミド－イミド、ポリエーテルイミド、ポリエステル
イミド、ポリヒダントイン及びポリベンズイミダゾール。
【０１１５】
１８．ジカルボン酸とジアルコールから及び／又はヒドロキシカルボン酸又は対応するラ
クトンから誘導されたポリエステル、例えばポリエチレンテレフタレート、ポリブチレン
テレフタレート、ポリ－１，４－ジメチロールシクロヘキサンテレフタレート、ポリアル
キレンナフタレート（ＰＡＮ）及びポリヒドロキシベンゾエート、ならびにヒドロキシル
末端ポリエーテルから誘導されたブロックポリエーテルエステル；及びまたポリカーボネ
ート又はＭＢＳで変性されたポリエステル。
【０１１６】
１９．ポリカーボネート及びポリエステルカーボネート。
【０１１７】
２０．ポリケトン。
【０１１８】
２１．ポリスルホン、ポリエーテルスルホン及びポリエーテルケトン。
【０１１９】
２２．フェノール／ホルムアルデヒド樹脂、尿素／ホルムアルデヒド樹脂及びメラミン／
ホルムアルデヒド樹脂のような一方はアルデヒド、他方はフェノール、尿素及びメラミン
から誘導された架橋ポリマー。
【０１２０】
２３．乾性及び非乾性アルキド樹脂。
【０１２１】
２４．飽和及び不飽和ジカルボン酸と、架橋剤としての多価アルコール及びビニル化合物
とのコポリマーから誘導される不飽和ポリエステル樹脂、及びまたそれ自体が低易燃性の
ハロゲン含有変性体。
【０１２２】
２５．置換されたアクリレートから誘導された架橋性アクリル樹脂、例えばエポキシアク
リレート、ウレタンアクリレート又はポリエステルアクリレート。
【０１２３】
２６．メラミン樹脂、尿素樹脂、イソシアネート、イソシアヌレート、ポリイソシアネー
ト又はエポキシ樹脂で架橋されたアルキド樹脂、ポリエステル樹脂及びアクリレート樹脂
。
【０１２４】
２７．酸無水物又はアミンのような慣用の硬化剤により、又は促進剤を伴って又は伴わず
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に架橋された、脂肪族、脂環式、複素環式又は芳香族グリシジル化合物、例えばビスフェ
ノールＡとビスフェノールＦのジグリシジルエーテル生成物から誘導される架橋されたエ
ポキシ樹脂。
【０１２５】
２８．セルロース、ゴム、ゼラチン及び化学的に変性されたそれらの相同の誘導体、例え
ば酢酸セルロース、プロピオン酸セルロース及び酪酸セルロース、又はメチルセルロース
のようなセルロースエーテル；ならびにロジン及びその誘導体のような天然ポリマー。
【０１２６】
２９．前述されたポリマーのブレンド（ポリブレンド）、例えばＰＰ／ＥＰＤＭ、ポリア
ミド／ＥＰＤＭ又はＡＢＳ、ＰＶＣ／ＥＶＡ、ＰＶＣ／ＡＢＳ、ＰＶＣ／ＭＢＳ、ＰＣ／
ＡＢＳ、ＰＢＴＰ／ＡＢＳ、ＰＣ／ＡＳＡ、ＰＣ／ＰＢＴ、ＰＶＣ／ＣＰＥ、ＰＶＣ／ア
クリレート、ＰＯＭ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＣ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＯＭ／アクリレート、
ＰＯＭ／ＭＢＳ、ＰＰＯ／ＨＩＰＳ、ＰＰＯ／ＰＡ６．６及びコポリマー、ＰＡ／ＨＤＰ
Ｅ、ＰＡ／ＰＰ、ＰＡ／ＰＰＯ、ＰＢＴ／ＰＣ／ＡＢＳ又はＰＢＴ／ＰＥＴ／ＰＣ。
【０１２７】
３０．純粋なモノマー化合物又はそのような化合物の混合物である自然に生じる及び合成
の有機材料、例えばミネラルオイル、動物及び植物性油脂、オイル及びワックス、又は合
成エステル（例えばフタレート、アジペート、ホスフェート又はトリメリテート）に基づ
くオイル、脂肪及びワックス及びまたいずれの重量比におけるミネラルオイルと合成エス
テルの混合物、典型的に紡糸組成物として使用されるもの、ならびにそのような材料の水
性エマルジョン。
【０１２８】
３１．天然又は合成ゴムの水性エマルジョン、例えばカルボキシ化スチレン／ブタジエン
コポリマーの天然ラテックス又はラテックス類。
【０１２９】
本発明の他の態様は、光、熱又は酸化により誘発される分解をうけやすい有機材料を含む
組成物、及び上記安定剤混合物、並びにその有機材料を安定化させるための方法である。
【０１３０】
有機材料は、好ましくは合成ポリマー、特に上記群の一つからのものである。ポリオレフ
ィンが好ましく、そしてポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエチレンコポリマー、また
はポリプロピレンコポリマーが特に好ましい。
【０１３１】
成分（Ｉ）、（ＩＩ）及び（ＩＩＩ）及び所望により（Ｘ－１）及び／または（Ｘ－２）
、並びに所望により成分（ＸＸ）は、安定化されるべき有機材料へ、個々に、または互い
に混合させられて添加され得る。
【０１３２】
成分（Ｉ）、（ＩＩ）及び（ＩＩＩ）の各々は、有機材料の質量に基づいて、有機材料中
に、好ましくは０．００５ないし５％、特に０．０１ないし０．１％または０．０５ない
し１％の量で存在する。
【０１３３】
成分（Ｉ）：（ＩＩ）または（Ｉ）：（ＩＩＩ）の質量比は、好ましくは１０：１ないし
１：１００、特に１０：１ないし１：１０または５：１ないし１：５である。質量比の更
なる例としてはまた、１：１ないし１：１０、例えば１：２ないし１：５である。
【０１３４】
成分（Ｉ）＋（ＩＩ）：（ＩＩＩ）の質量比は、好ましくは１０：１ないし１：１０、ま
たは５：１ないし１：５、または２：１ないし１：２である。
【０１３５】
顔料（成分（Ｘ－１））は、所望により有機材料中に、有機材料の質量に基づいて、好ま
しくは０．０１ないし１０％、特に０．０５ないし１％の量で存在する。
【０１３６】



(41) JP 4210991 B2 2009.1.21

10

20

30

40

50

紫外線吸収剤（成分（Ｘ－２））は、所望により有機材料中に、有機材料の質量に基づい
て、好ましくは０．０１ないし１％、特に０．０５ないし０．５％の量で存在する。
【０１３７】
成分（Ｘ－３）の総量（顔料と紫外線吸収剤の組合せ）は、有機材料の質量に基づいて、
好ましくは０．０１ないし１０％、である。紫外線吸収剤対顔料の質量比は、例えば、２
：１ないし１：１０である。
【０１３８】
使用された顔料が、二酸化チタンと上記したような有機顔料の組合せである場合、二酸化
チタンは、有機材料中に、有機材料の質量に基づいて、好ましくは０．０１ないし５％の
量で存在し、そして有機顔料は、有機材料の質量に基づいて、例えば０．０１ないし２％
の量で存在し得る。
【０１３９】
Ｃａ化合物（成分（ＸＸ））は、所望により有機材料中に、例えば０．００５ないし１％
、好ましくは０．０５ないし２％の量で存在する。
【０１４０】
立体障害アミン（成分（Ｉ）、（ＩＩ）及び（ＩＩＩ））：（Ｘ－１）の質量比は、例え
ば１：１０ないし１０：１、好ましくは１：５ないし５：１、特に１：２ないし２：１で
ある。
【０１４１】
立体障害アミン：（Ｘ－２）の質量比は、例えば１：２０ないし２０：１、または１：２
０ないし１０：１、または１：１０ないし１０：１、または１：５ないし５：１、好まし
くは１：２ないし２：１である。
【０１４２】
立体障害アミン：（Ｘ－３）の質量比は、例えば１：１０ないし１０：１、好ましくは１
：５ないし５：１、特に１：２ないし２：１である。
【０１４３】
立体障害アミン：（ＸＸ）の質量比は、例えば１：１０ないし１０：１、好ましくは１：
５ないし５：１、特に１：２ないし２：１である。
【０１４４】
上記成分は公知の方法により、例えば形成の前もしくは間に、または溶解もしくは分散さ
れた化合物を有機材料に適用し、必要であれば続いて溶媒をエバポレーションすることに
より、安定化されるべき有機材料中に配合され得る。上記成分は、粉末、グラニュールま
たは例えば２．５ないし２５質量％の濃度でこれらの成分を含むマスターバッチの形状で
有機材料に添加され得る。
【０１４５】
所望であれば、成分（Ｉ）、（ＩＩ）及び（ＩＩＩ）及び所望による（Ｘ－１）及び／ま
たは（Ｘ－２）、並びに成分（ＸＸ）は、有機材料に配合される前に、互いにブレンドさ
れ得る。それらは重合の前もしくはその間、または架橋の前にポリマーに添加され得る。
【０１４６】
本発明に従って安定化された有機材料は、様々な形態で、例えばフィルム、繊維、テープ
、成形材料、異形材として、または塗料、接着剤もしくはパテの結合剤として使用され得
る。
【０１４７】
本発明に従ったプラスチックの加工又は成形の例を以下に示す。
射出吹込成形、押出、吹込成形、回転成形、装飾品の成形（背面射出）、スラッシ成形、
射出成形、同時射出（ｃｏ－ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ）成形、二次成形、圧縮成形、加圧成形
、加圧フィルム押出（キャストフィルム；吹込フィルム）、紡糸（織布、不織布）、圧伸
成形（一軸、二軸）、アニール、深絞り成形、圧延カレンダ成形（ｃａｌａｎｄｅｒｉｎ
ｇ）、機械成形、焼結、相互押出、被覆、積層、架橋（輻射、ペルオキシド、シラン）、
蒸着、共溶接、グルー、加硫、熱成形、パイプ押出、異形押出、シート押出；シート流延
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、スピン塗布、ストラップ、発泡、再循環／再生材料、押出被覆、ビスブレーキング（ぺ
ルオキシド、熱）、繊維溶融吹込、不織、表面処理（コロナ放電、火炎、プラズマ）、殺
菌（γ線、電子ビームによる）、流し込み重合（Ｒ＆Ｍ法、ＲＡＭ押出）、ゲル被覆およ
びテープ押出及びＧＭＴ－加工、ＳＭＣ－加工、プラスチゾル、及び浸漬（ＰＶＣ、ラテ
ックス）。
【０１４８】
本発明に従ったプラスチックは、以下のものの製造のために使用され得る；
Ｉ－１）浮動機器、海用機器への適用、ポンツーン、ブイ、デッキのプラスチック製材、
桟橋、ボート、カヤック、オールおよび海岸の補強材。
【０１４９】
Ｉ－２）自動車への適用、特にバンパー、ダッシュボード、バッテリー、リアおよびフロ
ントの線装飾、ボンネットの下の成形部分、ボンネットの棚板、トランクの内張り、室内
の内張り、エアバックカバー、取付け部品（ライト）の電子成形、ダッシュボードのガラ
ス板、ヘッドランプのガラス板、計器パネル、室外内張り、室内装飾材料、自動車のライ
ト、ヘッドライト、パーキングライト、リアライト、ストップライト、内装品および外装
品；ドアパネル；ガスタンク；フロントガラス；リアウィンドウ；シート基材、室外パネ
ル、電線絶縁物、シールの為の異形押出物、クラッド、柱カバー、シャシ部分、排気シス
テム、燃料フィルター／填材、燃料ポンプ、燃料タンク、車体の成形品、コンバーチブル
屋根、室外のミラー、室外装飾、締結具／固定具、フロント部分のモジュール、ガラス、
ヒンジ、ロックシステム、手荷物用／ルーフラック、プレス／打抜き部品、封止装置、側
部の衝撃保護材、防音材／絶縁材およびサンルーフ。
【０１５０】
Ｉ－３）
道路交通機器、特に交通標識、道路標識、自動車の備品、警告三角形、医療ケース、ヘル
メット、タイヤ。
【０１５１】
Ｉ－４）家具を含む、飛行機、鉄道、自動車（車、モーターバイク）の部品。
【０１５２】
Ｉ－５）宇宙用の部品、特にロケットおよび衛星、例えば再突入シールド（ｒｅｅｎｔｙ
　ｓｈｉｅｌｄ）。
【０１５３】
Ｉ－６）建築および設計の、鉱業用の用途、音響防音システム、街の避難所、およびシェ
ルターの部材。
【０１５４】
ＩＩ－１）一般的な機具、ケースおよびカバー、および電気／電子機器（パーソナルコン
ピューター、電話、携帯電話、プリンター、テレビセット、オーディオおよびビデオ機器
）、植木鉢、衛星ＴＶ盤、およびパネル機器。
【０１５５】
ＩＩ－２）鋼または布のような他の材料の外被。
【０１５６】
ＩＩ－３）電子工業の機器、とりわけプラグの絶縁体、特にコンピュータープラグ、電気
および電子部品のケース、プリントボード、およびチップ、チェックカード、またはクレ
ジットカードのような電子データ保存のための材料。
【０１５７】
ＩＩ－４）電気機具、とりわけ洗濯機、乾燥機、オーブン（マイクロ波オーブン）、皿洗
い機、ミキサー、およびアイロン。
【０１５８】
ＩＩ－５）ライトカバー（例えば、街灯、ランプシェード）。
【０１５９】
ＩＩ－６）ワイヤーおよびケーブルでの適用（半導体、絶縁体およびケーブル被覆）
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【０１６０】
ＩＩ－７）冷却器、冷蔵庫、加熱装置、空調機、電子部品の封入、半導体、コーヒー機器
、および真空掃除機。
【０１６１】
ＩＩＩ－１）はめば歯車（ギアー）、スライド取付品、スペーサー、スクリュー、ボルト
、ハンドル、およびノブのような技術的部品。
【０１６２】
ＩＩＩ－２）回転翼、換気扇およびタービンの翼、ソーラー装置、スイミングプール、ス
イミングプールカバー、プールライナー、ポンドライナー、クロゼット、衣装ダンス、区
分壁、小割壁、折畳壁、屋根、シャッター（例えば、ローラーシャッター）、建具、パイ
プ間の接合具、スリーブ、およびコンベヤーベルト。
【０１６３】
ＩＩＩ－３）衛生用品、特にシャワー室、便座、カバー、洗面台。
【０１６４】
ＩＩＩ－４）衛生用品、特にオムツ（幼児、成人の失禁用）、女性の生理用品、シャワー
カーテン、ブラシ、マット、桶、移動式のトイレ、歯ブラシ、および便器。
【０１６５】
ＩＩＩ－５）水、汚水、および化学薬品のための（架橋された又はされていない）パイプ
、ワイヤーおよびケーブル保護のためのパイプ、ガス、オイルおよび下水のためのパイプ
、溝、縦樋、および排水システム
【０１６６】
ＩＩＩ－６）結合構造（窓ガラス）および羽目の異形材
【０１６７】
ＩＩＩ－７）ガラス代用品、とりわけ押出プレート、ビル（モノリシック、二層または多
層）、航空機、学校のガラス、押出シート、建築物のガラス、電車、乗物、衛生室および
温室のための窓フィルム。
【０１６８】
ＩＩＩ－８）プレート（壁、まな板）、押出被覆（印画紙、テトラパック（ｔｅｔｒａｐ
ａｃｋ）、およびパイプ被覆）、サイロ、木材代用品、プラスチック製材、複合木材、壁
、表面材、家具、装飾箔、床被覆（室内および室外）、フローリング、踏板、およびタイ
ル。
【０１６９】
ＩＩＩ－９）取入れおよび排出マニホールド。
【０１７０】
ＩＩＩ－１０）セメント－、コンクリート－、複合－適用、および被覆、羽目およびクラ
ッド、手すり、手すり子、キッチンカウンター、屋根ふき、屋根ふきシート、タイルおよ
び防水シート。
【０１７１】
ＩＶ－１）プレート（壁、まな板）、トレー、人工芝、アストロターフ、競技場（運動）
の人工カバー、競技場（運動）の人工床、およびテープ。
【０１７２】
ＩＶ－２）連続および短繊維の織物、繊維（カーペット／衛生用品／ジオテキスタイル（
ｇｅｏｔｅｘｔｉｌｅｓ）／モノフィラメント；フィルター；ふくもの／カーテン（シェ
ード）／医療用品）、ばら繊維（ガウン／防護衣等への適用）、ネット、ロープ、ケーブ
ル、紐、コード、糸、安全シートベルト、衣服、下着、手袋；ブーツ；ゴムブーツ、肌着
、長い上着、水着、運動着、傘（パラソル、日傘）、パラシュート、パラグライダー、帆
、“気球に使用されている絹”、キャンプ用品、テント、エアーベッド、サンベッド（ｓ
ｕｎ　ｂｅｄ）、大きなバック（ｂｕｌｋ　ｂａｇ）、およびバック。
【０１７３】
ＩＶ－３）屋根、トンネル、ごみ捨て場、池、投棄場、壁、屋根膜、ジオ膜、スイミング
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プール、カーテン（シェード）／サン－シールド（ｓｕｎ－ｓｈｉｅｌｄｓ）、日除け、
キャノピー、壁紙、食品パックおよびラップ（柔軟なおよび固形の）、医薬品のパッケー
ジ（柔軟なおよび固形の）、エアーバッグ／安全ベルト、腕－および頭受け、カーペット
、中央のコンソール（ｃｅｎｔｅｒ　ｃｏｎｓｏｌｅ）、ダッシュボード、コックピット
、ドア、頭上のコンソールモジュール（ｏｖｅｒｈｅａｄ　ｃｏｎｓｏｌｅ　ｍｏｄｕｌ
ｅ）、ドア装飾、ヘッドライナー、室内灯、室内鏡、網棚、荷台の荷物カバー、シート、
かじ取り柱、ハンドル、布地、およびトランク装飾のための膜、絶縁体、カバーおよびシ
ール。
【０１７４】
Ｖ）フィルム（包装用、堆積、積層、農業用、および園芸用、温室用、マルチ、トンネル
用、緑蔵飼料用）、荷梱包、スイミングプール、ごみ袋、壁紙、延伸フィルム、ラフィア
、海水脱塩フィルム、バッテリー、およびコネクター。
【０１７５】
ＶＩ－１）食品パックおよびラップ（柔軟なおよび固形な）、ＢＯＰＰ，ＢＯＰＥＴ、ボ
トル。
【０１７６】
ＶＩ－２）箱（クレート）、旅行かばん、大型の収納箱、家用の箱、パレット、棚、トラ
ック（ｔｒａｃｋｓ）、ねじ受け、パックおよび缶のような収納システム。
【０１７７】
ＶＩ－３）カートリッジ、シリンジ、医療製品、輸送のためのコンテナ、くずかご、およ
びくず箱、ごみ袋、ビン、ごみ入れ、ごみ箱のライナー（ｂｉｎ　ｌｉｎｅｒｓ）、ホイ
ルのようなビン（ｗｈｅｅｌｙ　ｂｉｎｓ）、一般的なコンテナ、水／使用水／化学薬品
／ガス／オイル／ガソリン／軽油のためのタンク；タンクのライナー（ｔｓｎｋ　ｌｉｎ
ｅｒｓ）、箱、クレート、バッテリーケース、トラフ、ピストン、眼病用用品、診察機器
のような医療機器、および薬剤ブリスターの梱包。
【０１７８】
ＶＩＩ－１）押出被覆（印画紙、テトラパック（ｔｅｔｒａｐａｃｋ）、およびパイプ被
覆）、全種類の家庭用品（例えば、電気機器、魔法壜／衣料ハンガー）、プラグ、ワイヤ
ーおよびケーブルクランプ、ジッパー、クロージャー、鍵およびスナップ－クロージャー
のような締結システム。
【０１７９】
ＶＩＩ－２）運動およびフィットネス機器、体操マット、スキーブーツ、インライン－ス
ケート、スキー、ビックフット（ｂｉｇ　ｆｏｏｔ）、運動場（例えばテニスコート）の
ような余暇時間のための補助機器および製品；ねじ蓋、ボトルおよび缶の蓋およびストッ
パー。
【０１８０】
ＶＩＩ－３）一般的な家具、発泡製品（クッション、衝撃吸収材）、フォーム、スポンジ
、ふきん、マット、ガーデンチェアー、競技場シート、テーブル、ソファー、玩具、積み
木（板／フィギャア／ボール）、おもちゃの家、滑り台、および遊び用乗物。
【０１８１】
ＶＩＩ－４）光学および磁気データ保存のための材料
【０１８２】
ＶＩＩ－５）台所用品（食べるための、飲むための。料理するための、保存するための）
【０１８３】
ＶＩＩ－６）ＣＤ類、カセットおよびビデオテープの箱；ＤＶＤ電子製品、全ての種類の
オフィス用品（ボールペン、印鑑および印肉、マウス、棚、トラック（ｔｒａｃｋｓ））
、いかなる体積のボトルおよび内容物（飲料、洗剤、香水を含む化粧品）、および接着テ
ープ。
【０１８４】
ＶＩＩ－７）履物（靴、靴底）、靴の敷皮、スパッツ、接着剤、構造用接着剤、食品箱（
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果物、野菜、肉、魚）、合成紙、ボトルのラベル、ソファー、人工関節（人間）、プリン
トプレート（フレキソ印刷用）、プリント回路ボード、およびディスプレーの技術。
【０１８５】
ＶＩＩ－８）充填ポリマー（タルク、チョーク、チャイナクレー（カオリン）、珪灰石、
顔料、カーボンブラック、ＴｉＯ２、雲母、ナノ組成物、ドロマイト、シリカ、シリケー
ト、ガラス、アスベスト）の装置。
【０１８６】
安定化される材料は、所望により、例えば以下のような様々な慣用の添加剤もまた含み得
る。
１．抗酸化剤
１．１．アルキル化モノフェノール、
例えば、２，６－ジ－第三ブチル－４－メチルフェノール、２－第三ブチル－４，６－ジ
メチルフェノール、２，６－ジ－第三ブチル－４－エチルフェノール、２，６－ジ－第三
ブチル－４－ｎ－ブチルフェノール、２，６－ジ－第三ブチル－４－イソブチルフェノー
ル、２，６－ジシクロペンチル－４－メチルフェノール、２－（α－メチルシクロヘキシ
ル）－４，６－ジメチルフェノール、２，６－ジオクタデシル－４－メチルフェノール、
２，４，６－トリシクロヘキシルフェノール、２，６－ジ－第三ブチル－４－メトキシメ
チルフェノール、線状又は側鎖において分岐したノニルフェノール、例えば、２，６－ジ
－ノニル－４－メチルフェノール、２，４－ジメチル－６－（１’－メチル －ウンデシ
－１’－イル）－フェノール、２，４－ジメチル－６－（１’－メチル －ヘプタデシ－
１’－イル）フェノール、２，４－ジメチル－６－（１’－メチルトリデシ－１’－イル
）フェノール及びそれらの混合物。
【０１８７】
１．２．アルキルチオメチルフェノール、
例えば、２，４－ジオクチルチオメチル－６－第三ブチルフェノール、２，４－ジオクチ
ルチオメチル－６－メチルフェノール、２，４－ジオクチルチオメチル－６－エチルフェ
ノール、２，６－ジ－ドデシルチオメチル－４－ノニルフェノール。
【０１８８】
１．３．ヒドロキノン及びアルキル化ヒドロキノン、
例えば、２，６－ジ－第三ブチル－４－メトキシフェノール、２，５－ジ－第三ブチルヒ
ドロキノン、２，５－ジ－第三アミルヒドロキノン、２，６－ジフェニル－４－オクタデ
シルオキシフェノール、２，６－ジ－第三ブチルヒドロキノン、２，５－ジ－第三ブチル
－４－ヒドロキシアニソール、３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニソール、３
，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルステアレート、ビス（３，５－ジ－第三
ブチル－４－ヒドロキシフェニル）アジペート。
【０１８９】
１．４．トコフェロール、
例えば、α－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－トコフェロール、δ－トコフェ
ロール及びそれらの混合物（ビタミンＥ）。
【０１９０】
１．５．ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル、
例えば、２，２’－チオビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、２，２’－チ
オビス（４－オクチルフェノール）、４，４’－チオビス（６－第三ブチル－３－メチル
フェノール）、４，４’－チオビス（６－第三ブチル－２－メチルフェノール）、４，４
’－チオビス（３，６－ジ－第二アミルフェノール）、４，４’－ビス（２，６－ジメチ
ル－４－ヒドロキシフェニル）ジスルフィド。
【０１９１】
１．６．アルキリデンビスフェノール、
例えば、２，２’－メチレンビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、
２，２’－メチレンビス（６－第三ブチル－４－エチルフェノール）、２，２’－メチレ
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ンビス［４－メチル－６－（α－メチルシクロヘキシル）－フェノール］、
２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－シクロヘキシルフェノール）、２，２’－メ
チレンビス（６－ノニル－４－メチルフェノール）、２，２’－メチレンビス（４，６－
ジ－第三ブチルフェノール）、２，２’－エチリデンビス（４，６－ジ－第三ブチルフェ
ノール）、２，２’－エチリデンビス（６－第三ブチル－４－イソブチルフェノール）、
２，２’－メチレンビス［６－（α－メチルベンジル）－４－ノニルフェノール］、２，
２’－メチレンビス［６－（α，α－ジメチルベンジル）－４－ノニルフェノール］、４
，４’－メチレンビス（２，６－ジ－第三ブチルフェノール）、４，４’－メチレンビス
（６－第三ブチル－２－メチルフェノール）、１，１－ビス（５－第三ブチル－４－ヒド
ロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、２，６－ビス（３－第三ブチル－５－メチル－２
－ヒドロキシベンジル）－４－メチルフェノール、１，１，３－トリス（５－第三ブチル
－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、１，１－ビス（５－第三ブチル－４－
ヒドロキシ－２－メチルフェニル）－３－ｎ－ドデシルメルカプトブタン、エチレングリ
コールビス［３，３－ビス（３’－第三ブチル－４’－ヒドロキシフェニル）ブチレート
］、ビス（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）ジシクロペンタジエ
ン、ビス［２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルベンジル）－６－
第三ブチル－４－メチルフェニル］テレフタレート、１，１－ビス－（３，５－ジメチル
－２－ヒドロキシフェニル）ブタン、２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒド
ロキシフェニル）プロパン、２，２－ビス－（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ２－メチ
ルフェニル）－４－ｎ－ドデシルメルカプトブタン、１，１，５，５－テトラ（５－第三
ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ペンタン。
【０１９２】
１．７．Ｏ－、Ｎ－及びＳ－ベンジル化合物、
例えば、３，５，３’，５’－テトラ－第三ブチル－４，４’－ジヒドロキシジベンジル
エーテル、オクタデシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルベンジルメルカプトアセテ
ート、トリデシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルベンジルメルカプトアセテ
ート、トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）アミン、ビス（４－
第三ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）ジチオテレフタレート、ビス
（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）スルフィド、イソオクチル－３，
５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルメルカプトアセテート。
【０１９３】
１．８．ヒドロキシベンジル化マロネート、
例えば、ジオクタデシル－２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－２－ヒドロキシベン
ジル）マロネート、ジ－オクタデシル－２－（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メ
チルベンジル）マロネート、ジドデシルメルカプトエチル－２，２－ビス（３，５－ジ－
第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロネート、ビス－［４－（１，１，３，３－テ
トラメチルブチル）フェニル］－２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキ
シベンジル）マロネート。
【０１９４】
１．９．芳香族ヒドロキシベンジル化合物、
例えば、１，３，５－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２
，４，６－トリメチルベンゼン、１，４－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキ
シベンジル）－２，３，５，６－テトラメチルベンゼン、２，４，６－トリス（３，５－
ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）フェノール。
【０１９５】
１．１０．トリアジン化合物、
例えば、２，４－ビス（オクチルメルカプト）－６－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒ
ドロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２－オクチルメルカプト－４，６－ビス
（３,５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２－
オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェノキ
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シ）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒ
ドロキシフェノキシ）－１，２，３－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジ－第
三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、１，３，５－トリス（４－第三
ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）イソシアヌレート、２，４，６－
トリス－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルエチル）－１，３，５－ト
リアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロ
ピオニル）－ヘキサヒドロ－１，３，５－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジ
シクロヘキシル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート。
【０１９６】
１．１１．ベンジルホスホネート、
例えば、ジメチル－２，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、ジ
エチル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、ジオクタデシ
ル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、ジオクタデシル－
５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルベンジルホスホネート、３，５－ジ－第三
ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホン酸のモノエチルエステルのカルシウム塩。
【０１９７】
１．１２．アシルアミノフェノール、
例えば、４－ヒドロキシラウラニリド、４－ヒドロキシステアラニリド、オクチルＮ－（
３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）カルバメート。
【０１９８】
１．１３．β－（３,５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸のエ
ステルであって、一価又は多価アルコール、例えば、
メタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、１
，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロ
パンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコ
ール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イ
ソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノ
ール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパ
ン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．
２］オクタンとのエステル。
【０１９９】
１．１４．β－（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロピオン酸
のエステルであって、一価または多価アルコール、例えば、
メタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、１
，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロ
パンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコ
ール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イ
ソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノ
ール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパ
ン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．
２］オクタン；３，９－ビス［２－｛３－（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチ
ルフェニル）プロピオニルオキシ｝－１，１－ジメチルエチル］－２，４，８，１０－テ
トラオキサスピロ［５．５］－ウンデカンとのエステル。
【０２００】
１．１５．β－（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の
エステルであって、一価又は多価アルコール、例えば、
メタノール、エタノール、オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール
、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペン
チルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリ
コール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ
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’－ビス（ヒドロキシエチル）－オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタ
デカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメ
チル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタンとのエス
テル。
【０２０１】
１．１６．３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル酢酸のエステルであって、
一価又は多価アルコール、例えば、
メタノール、エタノール、オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール
、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペン
チルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリ
コール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ
’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデ
カノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチ
ル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタンとのエステ
ル。
【０２０２】
１．１７．β－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸のア
ミド、例えば、
Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヘキ
サメチレンジアミド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニ
ルプロピオニル）トリメチレンジアミド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４
－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス［２－（３－［３，５
－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル］プロピオニルオキシ）エチル］オキサミド
（ユニロイヤルによって供給されるナウガードＸＬ－１；登録商標：Ｎａｕｇａｒｄ）。
【０２０３】
１．１８．アスコルビン酸（ビタミンＣ）
【０２０４】
１．１９．アミン酸化防止剤、
例えば、Ｎ，Ｎ’－ジ－イソプロピル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジ－第二ブ
チル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１，４－ジメチルペンチル）－ｐ－フ
ェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１－エチル－３－メチルペンチル）－ｐ－フェニレ
ンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１－メチル－ヘプチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，
Ｎ’－ジシクロヘキシル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－ｐ－フェニ
レンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（２－ナフチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－イソプ
ロピル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）－
Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１－メチルヘプチル）－Ｎ’－フェニ
ル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジ
アミン、４－（ｐ－トルエンスルファモイル）ジフェニルアミン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－
Ｎ，Ｎ’－ジ－第二ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、ジフェニルアミン、Ｎ－アリルジ
フェニルアミン、４－イソプロポキシジフェニルアミン、Ｎ－フェニル－１－ナフチルア
ミン、Ｎ－（４－第三オクチルフェニル）－１－ナフチルアミン、Ｎ－フェニル－２－ナ
フチルアミン、オクチル化ジフェニルアミン、例えばｐ，ｐ’－ジ－第三オクチルジフェ
ニルアミン、４－ｎ－ブチルアミノフェノール、４－ブチリルアミノフェノール、４－ノ
ナノイルアミノフェノール、４－ドデカノイルアミノフェノール、４－オクタデカノイル
アミノフェノール、ビス（４－メトキシフェニル）アミン、２，６－ジ－第三ブチル－４
－ジメチルアミノメチルフェノール、２，４’－ジアミノジフェニルメタン、４，４’－
ジアミノジフェニルメタン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチル－４，４’－ジアミノジ
フェニルメタン、１，２－ビス［（２－メチルフェニル）アミノ］エタン、１，２－ビス
（フェニルアミノ）プロパン、（ｏ－トリル）ビグアニド、ビス［４－（１’，３’－ジ
メチルブチル）フェニル］アミン、第三オクチル化Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、
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モノ－及びジアルキル化第三ブチル／第三オクチルジフェニルアミンの混合物、モノ－及
びジアルキル化ノニルジフェニルアミンの混合物、モノ－及びジアルキル化ドデシルジフ
ェニルアミンの混合物、モノ－及びジアルキル化イソプロピル／イソヘキシルジフェニル
アミンの混合物、モノ－及びジアルキル化第三ブチルジフェニルアミンの混合物、２，３
－ジヒドロ－３，３－ジメチル－４Ｈ－１，４－ベンゾチアジン、フェノチアジン、モノ
－及びジアルキル化第三ブチル／第三オクチルフェノチアジンの混合物、モノ－及びジア
ルキル化第三オクチルフェノチアジンの混合物、Ｎ－アリルフェノチアジン、Ｎ，Ｎ，Ｎ
’，Ｎ’－テトラフェニル－１，４－ジアミノブテ－２－エン、Ｎ，Ｎ－ビス（２，２，
６，６－テトラメチルピペリジ－４－イル－ヘキサメチレンジアミン、ビス（２，２，６
，６－テトラメチルピペリジ－４－イル）セバケート、２，２，６，６－テトラメチルピ
ペリジノ－４－オン、２，２，６，６－テトラメチルピペリジノ－４－オール。
【０２０５】
２．ＵＶ吸収剤及び光安定剤
２．１．２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
例えば、２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（
３’,５’－ジ－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（
５’－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒド
ロキシ－５’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル）ベンゾトリアゾール
、２－（３’，５’－ジ－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾ
トリアゾール、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）－
５－クロロベンゾトリアゾール、２－（３’－第二ブチル－５’－第三ブチル－２’－ヒ
ドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキシ－４’－オクチルオキ
シフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ジ－第三アミル－２’－ヒドロキ
シフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ビス（α，α－ジメチルベンジル
）－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－２’－
ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）－５－クロロベ
ンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキシ
）カルボニルエチル］－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）
フェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキ
シ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３
’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フ
ェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－第三ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキ
シルオキシ）カルボニルエチル］－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２
－（３’－ドデシル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－イソオクチルオキシカルボニ
ルエチル）フェニルベンゾトリアゾール、２，２’－メチレンビス［４－（１，１，３，
３－テトラメチルブチル）－６－ベンゾトリアゾレ－２－イルフェノール］；２－［３’
－第三ブチル－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）－２’－ヒドロキシ－フェニル
］－２Ｈ－ベンゾトリアゾールとポリエチレングリコール３００とのエステル交換生成物
；Ｒが３’－第三ブチル－４’－ヒドロキシ－５’－２Ｈ－ベンゾトリアゾリ－２－イル
フェニル基を表す［Ｒ－ＣＨ2ＣＨ2－ＣＯＯ－ＣＨ2ＣＨ2－］2－、２－［２’－ヒドロ
キシ－３’－（α，α－ジメチルベンジル）－５’－（１，１，３，３－テトラメチルブ
チル）フェニル］ベンゾトリアゾール；２－［２’－ヒドロキシ－３’－ （１，１，３
，３－テトラメチルブチル）－５’－（α，α－ジメチルベンジル）フェニル］ベンゾト
リアゾール。
【０２０６】
２．２．２－ヒドロキシベンゾフェノン、
例えば、４－ヒドロキシ、４－メトキシ、４－オクチルオキシ、４－デシルオキシ、４－
ドデシルオキシ、４－ベンジルオキシ、４，２’，４’－トリヒドロキシ及び２’－ヒド
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ロキシ－４，４’－ジメトキシ誘導体。
【０２０７】
２．３．置換された及び非置換の安息香酸のエステル、
例えば、４－第三ブチル－フェニルサリチレート、フェニルサリチレート、オクチルフェ
ニルサリチレート、ジベンゾイルレソルシノール、ビス（４－第三ブチルベンゾイル）レ
ソルシノール、ベンゾイルレソルシノール、２，４－ジ－第三ブチルフェニル３，５－ジ
－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、ヘキサデシル３，５－ジ－第三ブチル－４
－ヒドロキシベンゾエート、オクタデシル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベン
ゾエート、２－メチル－４，６－ジ－第三ブチルフェニル３，５－ジ－第三ブチル－４－
ヒドロキシベンゾエート。
【０２０８】
２．４．アクリレート、
例えば、エチルα－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート、イソオクチルα－シアノ
－β，β－ジフェニルアクリレート、メチルα－カルボメトキシシンナメート、メチルα
－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシシンナメート、ブチルα－シアノ－β－メチル－ｐ
－メトキシシンナメート、メチルα－カルボメトキシ－ｐ－メトキシシンナメート及びＮ
－（β－カルボメトキシ－β－シアノビニル）－２－メチルインドリン。
【０２０９】
２．５．ニッケル化合物、
例えば、ｎ－ブチルアミン、トリエタノールアミン又はＮ－シクロヘキシルジエタノール
アミンのような他の配位子を伴うか又は伴わない１：１又は１：２錯体のような２，２’
－チオビス－［４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェノール］のニッケル錯
体、ニッケルジブチルジチオカルバメート、モノアルキルエステルのニッケル塩、例えば
４－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルベンジルホスホン酸のメチル又はエチルエステ
ル、ケトキシム、例えば２－ヒドロキシ－４－メチルフェニル－ウンデシルケトキシムの
ニッケル錯体、他の配位子を伴うか又は伴わない１－フェニル－４－ラウロイル－５－ヒ
ドロキシピラゾールのニッケル錯体。
【０２１０】
２．６．立体障害アミン、
例えば、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（２
，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）スクシネート、ビス（１，２，２，６，
６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，
６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１，２，２，６，６－ペン
タメチル－４－ピペリジル）ｎ－ブチル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベン
ジルマロネート、１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４－
ヒドロキシピペリジンとコハク酸の縮合物、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメ
チル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－第三オクチルアミノ－２，６－ジ
クロロ－１，３，５－トリアジンの線状又は環状縮合物、トリス（２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリジル）ニトリロトリアセテート、テトラキス（２，２，６，６－テ
トラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、１，
１’－（１，２－エタンジイル）－ビス（３，３，５，５－テトラメチルピペラジノン）
、４－ベンゾイル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、４－ステアリルオキシ－
２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピ
ペリジル）－２－ｎ－ブチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルベンジル
）マロネート、３－ｎ－オクチル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリア
ザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，
６－テトラメチルピペリジル）セバケート、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６
－テトラメチルピペリジル）スクシネート、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメ
チル－４－ピペリジル）－ヘキサメチレンジアミンと４－モルホリノ－２，６－ジクロロ
－１，３，５－トリアジンの線状又は環状縮合物、２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－
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ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと
１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンの縮合物、２－クロロ－４，６－ジ－
（４－ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－１，３，５
－トリアジンと１，２－ビス－（３－アミノプロピルアミノ）エタンの縮合物、８－アセ
チル－３－ドデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４
．５］デカン－２，４－ジオン、３－ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジル）ピロリジン－２，５－ジオン、３－ドデシル－１－（１，２，２，６，
６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ピロリジン－２，５－ジオン、４－ヘキサデシルオ
キシ－と４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンの混合物、Ｎ
，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミ
ンと４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの縮合物、
１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンと２，４，６－トリクロロ－１，３，
５－トリアジン並びに４－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンの縮
合物（ＣＡＳ　Ｒｅｇ．Ｎｏ．［１３６５０４－９６－６］）；１，６－ヘキサンジアミ
ンと２，４，６－トリクロロ－１，３，５－トリアジン並びにＮ，Ｎ－ジブチルアミンと
４－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンの縮合物（ＣＡＳ　Ｒｅｇ
．Ｎｏ．［１９２２６８－６４－７］）；Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピ
ペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－
４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、２－ウンデシル－７，７，９，９－テ
トラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソ－スピロ［４．５］デカン、７，
７，９，９－テトラメチル－２－シクロウンデシル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－
オキソ－スピロ［４．５］デカンとエピクロロヒドリンの反応生成物、１，１－ビス（１
，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジルオキシカルボニル）－２－（４－メト
キシフェニル）エテン、Ｎ，Ｎ’－ビス－ホルミル－Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－
テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミン、４－メトキシメチレンマロン
酸と１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ヒドロキシピペリジンとのジエステル、ポ
リ［メチルプロピル－３－オキシ－４－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジ
ル）］シロキサン、マレイン酸無水物－α－オレフィンコポリマーと２，２，６，６－テ
トラメチル－４－アミノピペリジン又は１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－アミノ
ピペリジンとの反応生成物。
【０２１１】
２．７．オキサミド、
例えば、４，４’－ジオクチルオキシオキサニリド、２，２’－ジエトキシオキサニリド
、２，２’－ジオクチルオキシ－５，５’－ジ－第三ブトキサニリド、２，２’－ジドデ
シルオキシ－５，５’－ジ－第三ブトキサニリド、２－エトキシ－２’－エチルオキサニ
リド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－ジメチルアミノプロピル）オキサミド、２－エトキシ－５－
第三ブチル－２’－エトキサニリド及びその２－エトキシ－２’－エチル－５，４’－ジ
－第三ブトキサニリドとの混合物、ｏ－及びｐ－メトキシ－二置換オキサニリドの混合物
及びｏ－及びｐ－エトキシ－二置換オキサニリドの混合物。
【０２１２】
２．８．　２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、
例えば、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－１，３
，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビ
ス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒドロキ
シフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフ
ェニル）－４，６－ビス（４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－
ヒドロキシ－４－ドデシルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル
）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニル）
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－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒ
ドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ブチルオキシプロポキシ）フェニル］－４，６－
ビス（２，４－ジメチル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２
－ヒドロキシ－３－オクチルオキシプロピルオキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４
－ジメチル）－１，３，５－トリアジン、２－［４－（ドデシルオキシ／トリデシルオキ
シ－２－ヒドロキシプロポキシ）－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－ビス（２，４－
ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒド
ロキシ－３－ドデシルオキシプロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチル
フェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ）フ
ェニル－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－メ
トキシフェニル）－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス
［２－ヒドロキシ－４－（３－ブトキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）フェニル］－１，
３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェニル）
－６－フェニル－１，３，５－トリアジン、２－｛２－ヒドロキシ－４－［３－（２－エ
チルヘキシル－１－オキシ）－２－ヒドロキシプロピルオキシ］フェニル｝－４，６－ビ
ス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン。
【０２１３】
３．金属奪活剤、
例えば、Ｎ，Ｎ’－ジフェニルオキサミド、Ｎ－サリチラル－Ｎ’－サリチロイル－ヒド
ラジン、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）ヒドラジン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第
三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジン、３－サリチロイルアミノ
－１，２，４－トリアゾール、ビス（ベンジリデン）オキサリルジヒドラジド、オキサニ
リド、イソフタロイルジヒドラジド、セバコイルビスフェニルヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ジ
アセチルアジポイルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）オキサリルジヒドラ
ジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）チオプロピオニルジヒドラジド。
【０２１４】
４．ホスフィット及びホスホニット、
例えば、トリフェニルホスフィット、ジフェニルアルキルホスフィット、フェニルジアル
キルホスフィット、トリス（ノニルフェニル）ホスフィット、トリラウリルホスフィット
、トリオクタデシルホスフィット、ジステアリルペンタエリトリトールジホスフィット、
トリス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィット、ジイソデシルペンタエリトリ
トールジホスフィット、ビス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトール
ジホスフィット、ビス（２，４－ジ－クミルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィ
ット、ビス（２，６－ジ－第三ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホ
スフィット、ジイソデシルオキシペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２，４－
ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２
，４，６－トリス（第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、トリス
テアリルソルビトールトリホスフィット、テトラキス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル
）４，４’－ビフェニレンジホスホニット、６－イソオクチルオキシ－２，４，８，１０
－テトラ－第三ブチル－１２Ｈ－ジベンズ［ｄ，ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシン
、ビス（２，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）メチルホスフィット、ビス（２
，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）エチルホスフィット、６－フルオロ－２，
４，８，１０－テトラ－第三ブチル－１２－メチル－ジベンズ［ｄ，ｇ］－１，３，２－
ジオキサホスホシン、２，２’，２”－ニトリロ［トリエチルトリス（３，３’，５，５
’－テトラ－第三ブチル－１，１’－ビフェニル－２，２’－ジイル）－ホスフィット］
、２－エチルヘキシル（３，３’，５，５’－テトラ－第三ブチル－１，１’－ビフェニ
ル－２，２’－ジイル）ホスフィット、５－ブチル－５－エチル－２－（２，４，６－ト
リ－第三ブチルフェノキシ）－１，３，２－ジオキサホスフィラン。
【０２１５】
以下のホスフィットがとりわけ好ましい：
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トリス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィット（イルガフォス１６８（登録商
標：Ｉｒｇａｆｏｓ）、チバ－ガイギー社）、トリス（ノニルフェニル）ホスフィット、
【化１１０】

。
【０２１６】
５．ヒドロキシルアミン、
例えば、Ｎ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルヒドロキシルアミン
、Ｎ，Ｎ－ジオクチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジラウリルヒドロキシルアミン、Ｎ
，Ｎ－ジテトラデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキサデシルヒドロキシルアミン
、Ｎ，Ｎ－ジオクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－オクタデシルヒ
ドロキシルアミン、Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、水素化牛
脂アミンから誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミン。
【０２１７】
６．ニトロン、
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例えば、Ｎ－ベンジル－α－フェニルニトロン、Ｎ－エチル－α－メチルニトロン、Ｎ－
オクチル－α－ヘプチルニトロン、Ｎ－ラウリル－α－ウンデシルニトロン、Ｎ－テトラ
デシル－α－トリデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ペンタデシルニトロン、Ｎ－
オクタデシル－α－ヘプタデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ヘプタデシルニトロ
ン、Ｎ－オクタデシル－α－ペンタデシルニトロン、Ｎ－ヘプタデシル－α－ヘプタデシ
ルニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ヘキサデシルニトロン、水素化牛脂アミンから誘導
されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミンから誘導されたニトロン。
【０２１８】
７．チオ相乗剤、
例えば、ジラウリルチオジプロピオン酸又はジステアリルチオジプロピオン酸。
【０２１９】
８．過酸化物捕捉剤、
例えば、β－チオジプロピオン酸のエステル、例えば、ラウリル、ステアリル、ミリスチ
ル又はトリデシルエステル、メルカプトベンゾイミダゾール又は２－メルカプトベンゾイ
ミダゾールの亜鉛塩、亜鉛ジブチルジチオカルバメート、ジオクタデシルジスルフィド、
ペンタエリトリトールテトラキス（β－ドデシルメルカプト）プロピオネート。
【０２２０】
９．ポリアミド安定剤
例えば、ヨウ化物及び／又はリン化合物と組み合わせた銅塩及び二価マグネシウムの塩。
【０２２１】
１０．塩基性補助安定剤
例えば、メラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアンジアミド、トリアリルシアヌレート
、尿素誘導体、ヒドラジン誘導体、アミン、ポリアミド、ポリウレタン、高級脂肪酸のア
ルカリ金属塩及びアルカリ土類金属塩、例えばカルシウムステアレート、亜鉛ステアレー
ト、マグネシウムベヘネート、マグネシウムステアレート、ナトリウムリシノレート及び
カリウムパルミテート、アンチモンピロカテコレート又は亜鉛ピロカテコレート。
【０２２２】
１１．核剤、
例えば、タルクのような無機物質、二酸化チタン、酸化マグネシウムのような金属酸化物
、ホスフェート、好ましくはアルカリ土類金属の炭酸塩又は硫酸塩；モノ－又はポリカル
ボン酸のような有機化合物及びそれらの塩、例えば、４－第三ブチル安息香酸、アジピン
酸、ジフェニル酢酸、コハク酸ナトリウム又は安息香酸ナトリウム；イオンコポリマー（
アイオノマー）のようなポリマー化合物。とりわけ好ましくは１，３：２，４－ビス（３
’，４’－ジメチルベンジリデン）ソルビトール、１，３：２，４－ジ（パラメチルジベ
ンジリデン）ソルビトール、及び１，３：２，４－ジ（ベンジリデン）ソルビトール。
【０２２３】
１２．充填剤及び強化剤、
例えば、炭酸カルシウム、シリカ、シリケート、ガラス繊維、ガラス球、アスベスト、
タルク、カオリン、マイカ、硫酸バリウム、金属酸化物及び金属水酸化物、カーボンブラ
ック、グラファイト、木粉及び他の天然物の粉末又は繊維、合成繊維。
【０２２４】
１３．他の添加剤
例えば、可塑剤、滑剤、乳化剤、顔料、レオロジー添加剤、触媒、流れ調整剤、蛍光増白
剤、防炎加工剤、静電防止剤及び発泡剤。
【０２２５】
１４．ベンゾフラノン及びインドリノン、
例えば、Ｕ．Ｓ．４，３２５，８６３；Ｕ．Ｓ．４，３３８，２４４；Ｕ．Ｓ．５，１７
５，３１２；Ｕ．Ｓ．５，２１６，０５２；Ｕ．Ｓ．５，２５２，６４３；ＤＥ－Ａ－４
３１６６１１；ＤＥ－Ａ－４３１６６２２；ＤＥ－Ａ－４３１６８７６；ＥＰ－Ａ－０５
８９８３９又はＥＰ－Ａ－０５９１１０２に開示されるもの、又は３－［４－（２－アセ
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トキシエトキシ）フェニル］－５，７－ジ－第三ブチル－ベンゾフラノ－２－オン、５，
７－ジ－第三ブチル－３－［４－（２－ステアロイルオキシエトキシ）フェニル］ベンゾ
フラノ－２－オン、３，３’－ビス［５，７－ジ－第三ブチル－３－（４－［２－ヒドロ
キシエトキシ］フェニル）ベンゾフラノ－２－オン］、５，７－ジ－第三ブチル－３－（
４－エトキシフェニル）ベンゾフラノ－２－オン、３－（４－アセトキシ－３，５－ジメ
チルフェニル）－５，７－ジ－第三ブチルベンゾフラノ－２－オン、３－（３，５－ジメ
チル－４－ピバロイルオキシフェニル）－５，７－ジ－第三ブチルベンゾフラノ－２－オ
ン、３－（３，４－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－第三ブチルベンゾフラノ－２－オ
ン、３－（２，３－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－第三ブチルベンゾフラノ－２－オ
ン。
【０２２６】
成分（Ｉ）、（ＩＩ）及び（ＩＩＩ）及び所望により（Ｘ－１）及び／または（Ｘ－２）
及び所望により（ＸＸ）の総量対慣用の添加剤の総量の質量比は、例えば、１００：１な
いし１：１０００、または１０：１ないし１：１００、または１０：１ないし１：１０と
なり得る。
【０２２７】
以下の実施例で本発明をより詳細に説明する。特に記載がない場合は、全てのパーセンテ
ージ及び部は重量に基づく。
【０２２８】
実施例１：ポリプロピレンホモポリマーフィルムの光安定化
１００部の安定化されていないポリプロピレン粉末（メルトフローインデックス３．２ｇ
／１０分、２３０℃／２１６０ｇ）を０．０５部のペンタエリトリトル－テトラキス－３
－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロピオネート、０．０５部の
トリス－［２，４－ジ－第三ブチルフェニル］－ホスフィット、０．１部のＣａステアレ
ート、０．２５部の無機、または有機顔料および表１または表２に示した量の光安定剤を
、ブラベンダープラストグラフ中で、２００℃で１０分間均質化する。このようにして得
られた材料を実験室用プレス中で２つのアルミニウム箔間において２６０℃、６分間圧縮
成形して０．５ｍｍ厚のフィルムにし、それは直ちに水冷プレス中で室温に冷却される。
これらの０．５ｍｍフィルムから、６０×２５ｍｍの試料を切り出し、ウエザロメーター
（ＷＥＡＴＨＥＲ－ＯＭＥＴＥＲ)Ｃｉ６５（ブラックパネル温度６３±２℃、散水なし
）中に曝露する。
定期的に、これらの試料を曝露装置から取り出し、そしてそれらのカルボニル含量を赤外
線分光光度計により測定する。０．１のカルボニル吸光度の形成に対応する曝露時間（Ｔ

0.1）は光安定剤の安定化効率に対する尺度である。得られた値を表１及び表２にまとめ
る。
表１：
０．２５％の二酸化チタン（鋭錐石）の存在下における光安定性
【表１】
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０．２５％のフタロシアニンブルーの存在下における光安定性
【表２】
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安定剤（Ｂ－１－ｂ－１）：
（チヌビン　７７０ (登録商標：ＴＩＮＵＶＩＮ　７７０)）
【化１１１】

安定剤（Ｂ－０－ａ－１）：
（リコビン　８４５（登録商標：ＬＩＣＯＶＩＮ　８４５））
【化１１２】

安定剤（Ｃ－１－ａ－１）：
（チマソルブ　９４４(登録商標：ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　９４４)）
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【化１１３】

安定剤（Ｃ－２－ａ－１）：
（チマソルブ　１１９(登録商標：ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　１１９))
【化１１４】

安定剤（Ｃ－１－ｄ－１）：
（シアソルブ　ＵＶ　３３４６(登録商標：ＣＹＡＳＯＲＢ　ＵＶ　３３４６)）
【化１１５】

安定剤（Ｃ－６－γ－Ｉ）：
（ユバソルブ　ＨＡ　８８(登録商標：ユバソルブ　ＨＡ　８８)）
【化１１６】

安定剤（Ｃ－１－ｂ－１）：
（チマソルブ　２０２０(登録商標：ＣＨＩＭＡＳＳＯＲＢ　２０２０))
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【化１１７】

安定剤（Ｃ－１－ｃ－１）：
（ダスチブ　１０８２(登録商標：ＤＡＳＴＩＢ　１０８２)）
【化１１８】
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